
顔
之
推
に

お

け
る
『
顔
氏
家
訓
』
と
『
冤
魂
志
』

池

田
　
恭
哉

は

じ
め
に

　
南
北
朝
か
ら
惰
初
の
混
齪
を
生
き
抜
い
た
顔
之
推
（
が
、
激
動
の
生
涯
の
中
で
遺
し
た
著
作
は
敷
多
い
。
『
惰
書
』
経
籍
志
は
『
訓

俗
文
字
略
』
一
巻
（
経
・
小
學
）
、
『
集
璽
記
』
二
十
巻
、
『
冤
魂
志
』
三
巻
（
史
・
雑
博
）
、
『
七
悟
』
一
巻
（
集
・
総
集
）
を
著
録

す

る
。
『
奮
唐
書
』
経
籍
志
で
は
『
訓
俗
文
字
略
』
と
『
七
悟
』
が
見
え
ず
（
、
『
集
璽
記
』
は
巻
藪
を
十
巻
に
減
じ
る
が
、
新
た
に

『
急
就
章
注
』
一
巻
（
経
・
小
學
）
と
『
家
訓
』
七
巻
（
子
・
儒
家
類
）
が
著
録
さ
れ
る
。
『
家
訓
』
と
は
、
著
名
な
『
顔
氏
家
訓
』

に

他
な
ら
な
い
。

　
さ
て
顔
之
推
の
主
著
を
『
顔
氏
家
訓
』
と
す
る
鮎
に
異
論
は
な
か
ろ
う
が
、
い
ま
一
つ
重
要
な
著
作
に
『
冤
魂
志
』
が
あ
る
。
こ

れ
は

志
怪
小
説

と
し
て
歴
代
讃
ま
れ
て
き
た
が
、
説
話
の
一
部
が
唐
・
道
世
撰
『
法
苑
珠
林
』
に
牧
め
ら
れ
る
こ
と
に
端
的
に
う
か

が

え
る
よ
う
に
、
佛
教
的
な
磨
報
説
話
集
と
し
て
も
受
容
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
『
冤
魂
志
』
編
纂
に
込
め
ら
れ
た
顔
之
推
の
意
圖
に

つ
い
て

は
、
す
で
に
小
南
一
郎
「
顔
之
推
「
冤
魂
志
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
な
ど
の
論
考
が
あ
る
。
し
か
し
『
顔
氏
家
訓
』
と
『
冤
魂

1



志
』
は
、
と
も
に
顔
之
推
の
主
要
著
作
と
認
識
は
さ
れ
な
が
ら
も
、
雨
著
作
間
で
の
思
想
的
な
關
係
性
に
つ
い
て
は
、
勝
村
哲
也
「
顔

氏
家
訓
掃
心
篇
と
冤
魂
志
を
め
ぐ
っ
て
（
學
界
展
望
）
」
ω
が
、
『
顔
氏
家
訓
』
婦
心
篇
と
『
冤
魂
志
』
の
間
で
の
佛
教
に
關
す
る
側

面
に

つ
い
て

考
察
し
た
の
を
除
け
ば
、
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
鰯
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
如
上
の
状
況
を
踏
ま
え
て
本
稿
で
は
、
ま
ず
顔
之
推
に
よ
る
『
冤
魂
志
』
編
纂
の
意
圖
を
改
め
て
探
る
。
そ
の
上
で
、
『
顔
氏
家

訓
』
と
『
冤
魂
志
』
が
と
も
に
言
及
す
る
あ
る
一
つ
の
史
實
を
め
ぐ
る
、
雨
著
作
に
お
け
る
評
債
の
相
違
を
確
認
し
、
そ
の
事
實
が

有
す
る
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
雨
著
述
間
に
あ
る
顔
之
推
の
思
想
的
な
關
係
性
を
検
讃
す
る
と
と
も
に
、

彼
の
士
大
夫

と
し
て
の
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

、
『
冤
魂
志
』
に
つ
い
て
1
載
録
説
話
の
復
元
ー

2

　
ま
ず
『
冤
魂
志
』
の
概
況
を
押
さ
え
て
お
こ
う
。
『
冤
魂
志
』
は
、
『
北
齊
書
』
文
苑
・
顔
之
推
傳
に
こ
そ
言
及
は
な
い
が
、
『
惰

書
』
経
籍
志
や
顔
之
推
の
後
商
・
顔
眞
卿
に
よ
る
「
顔
氏
家
廟
碑
」
は
、
『
冤
魂
志
』
三
巻
の
存
在
を
明
記
す
る
、
。
だ
が
完
本
は
い

ま
傳
存
せ
ず
、
様
々
な
叢
書
に
牧
め
ら
れ
た
形
で
傳
わ
る
に
過
ぎ
な
い
㈲
。
加
え
て
各
叢
書
間
で
も
文
字
や
載
録
の
説
話
敷
に
異
同

が

多
く
、
そ
の
原
本
の
形
は
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
説
話
の
多
く
が
『
法
苑
珠
林
』
と
『
太
平
廣
記
』
に
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

王
國

良
氏
が
そ
れ
ら
を
基
に
、
『
冤
魂
志
』
の
原
本
が
載
録
し
て
い
た
説
話
を
牧
集
し
て
い
る
（
。
そ
の
作
業
は
基
本
的
に
肯
定
で
き

る
が
、
以
下
、
筆
者
も
掲
自
に
史
料
を
補
足
し
つ
つ
、
そ
の
考
謹
の
當
否
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。



　
王
氏

の
整
理
に

よ
れ
ば
、
『
法
苑
珠
林
』
㈲
が
『
冤
魂
志
』
と
し
て
引
く
説
話
は
四
十
二
條
、
『
太
平
廣
記
』
が
『
還
冤
記
』
と
し

て

引
く
説
話
は
四
十
四
條
（
で
、
両
者
の
間
で
二
十
七
條
が
重
複
す
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
『
太
平
廣
記
』
が
『
還
冤
記
』
と

し
て
引
く
も
の
に
、
『
法
苑
珠
林
』
が
『
冥
祥
記
』
と
し
て
引
く
も
の
十
四
條
が
含
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
（
。
王
氏
は
こ
の
十
四
條
の

出
所
（
『
還
冤
記
』
か
『
冥
祥
記
』
か
）
を
め
ぐ
り
、
そ
れ
ら
は
、
他
の
『
冤
魂
志
』
の
説
話
と
同
じ
く
、
い
ず
れ
も
基
づ
く
史
實

が

確
か
に

存
在
す

る
こ
と
、
ま
た
そ
の
獲
生
し
た
時
代
が
、
す
べ
て
梁
の
普
通
年
間
（
五
二
〇
ー
五
二
七
）
以
後
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。

　
王
氏

は
、
『
冥
祥
記
』
を
南
齊
・
王
瑛
の
作
と
し
て
、
陸
呆
『
繋
観
世
音
磨
験
記
』
彰
子
喬
條
「
義
安
太
守
（
太
原
王
瑛
、
與
果
有

奮
、
作
冥
祥
記
（
義
安
太
守
の
太
原
の
王
瑛
は
、
私
と
奮
交
が
あ
り
、
『
冥
祥
記
』
を
著
し
た
）
」
を
引
く
。
『
繋
観
世
音
慮
験
記
』

の
編
纂
の
年
は
、
そ
の
序
文
に
よ
れ
ば
南
齊
・
中
興
元
年
（
五
〇
一
）
で
あ
っ
て
、
王
淡
『
冥
祥
記
』
完
成
の
下
限
は
五
〇
一
年
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
『
法
苑
珠
林
』
に
は
「
案
南
齊
王
瑛
冥
祥
記
云
…
…
」
（
巻
二
二
）
や
「
冥
祥
記
十
巻
、
右
此
一
部

齊

王
瑛
撰
」
（
巻
一
〇
〇
）
と
あ
り
、
こ
れ
は
『
法
苑
珠
林
』
の
見
た
『
冥
祥
記
』
が
、
南
齊
・
王
淡
の
そ
れ
で
あ
っ
た
動
か
ぬ
讃

披

と
な
ろ
う
。
す
る
と
『
法
苑
珠
林
』
巻
一
四
に
牧
め
ら
れ
る
『
冥
祥
記
』
の
自
序
が
、
『
冥
祥
記
』
執
筆
の
契
機
と
な
っ
た
出
來

事
が
起
こ

っ

た

年
月
日
を
記
し
て
「
時
建
元
元
年
（
四
七
九
）
七
月
十
三
日
也
」
と
言
う
こ
と
か
ら
、
王
瑛
『
冥
祥
記
』
は
、
四
七

九

年
以
後
に

書
き
始
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の

事
實
を
綜
合
す
る
と
、
四
七
九
年
以
後
に
筆
が
執
ら
れ
、
遅
く
と
も
五
〇
一
年
以
前
に
は
完
成
し
て
い
た
王
瑛
『
冥
祥
記
』

に

は
、
先
の
十
四
條
が
基
づ
い
た
故
事
は
一
つ
も
混
入
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
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ま
た
王
氏
は
、
王
曼
穎
『
績
冥
祥
記
』
と
の
混
同
と
い
う
見
方
も
否
定
す
る
。
『
梁
書
』
南
平
元
裏
王
偉
傳
に
よ
れ
ば
、
王
曼
穎

の
死
に

際
し
、
建
安
王
だ
っ
た
偉
が
彼
の
葬
儀
を
取
り
計
ら
っ
た
。
。
同
榑
は
、
偉
が
天
監
元
年
か
ら
十
七
年
（
五
〇
二
ー
五
一
八
）

に

建
安
郡
王
で
あ
っ
た
と
傳
え
、
王
曼
穎
の
死
も
そ
の
間
で
あ
ろ
う
か
ら
、
彼
も
ま
た
先
の
十
四
條
が
基
づ
い
た
故
事
を
目
賭
し
得

な
い
の
で
あ
る
6

　
如
上
の
執
筆
時
期
お
よ
び
傳
記
的
な
考
讃
か
ら
、
王
氏
も
結
論
す
る
通
り
、
『
法
苑
珠
林
』
編
纂
時
に
『
冤
魂
志
』
を
『
冥
祥
記
』

と
混
同
し
た
と
判
断
す
る
の
が
、
最
も
妥
當
で
あ
ろ
う
。
從
っ
て
本
稿
で
は
、
『
冤
魂
志
』
の
説
話
は
、
『
法
苑
珠
林
』
が
『
冥
祥
記
』

と
し
て
引
く
十
四
條
を
含
め
、
『
法
苑
珠
林
』
が
『
冤
魂
志
』
と
し
て
引
く
説
話
と
、
『
太
平
廣
記
』
が
『
還
冤
記
』
と
し
て
引
く
説

話
を
合
し
た
、
計
五
十
九
條
と
す
る
。

4

二
、
『
冤
魂
志
』
の
説
話
－
内
容
と
特
徴
1

　
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
『
冤
魂
志
』
載
録
の
各
説
話
の
内
容
は
、
「
怨
恨
を
抱
い
て
悲
惨
な
死
を
遂
げ
た
人
物
が
、
そ
の
怨
恨
を
晴

ら
す
べ
く
復
讐
し
、
怨
恨
の
封
象
者
も
現
世
で
死
を
迎
え
る
こ
と
で
、
報
復
が
果
た
さ
れ
る
」
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
持
ち
、
こ
れ
を

外
れ

る
説
話
は
な
い
，
。
そ
し
て
怨
恨
は
、
基
本
的
に
は
一
個
人
封
一
個
人
と
い
う
最
小
軍
位
の
人
間
關
係
に
お
い
て
生
じ
、
あ
ま

り
多
く
の
人
物
を
巻
き
込
む
こ
と
は
な
い
。
い
ま
『
冤
魂
志
』
の
中
か
ら
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
が
見
や
す
い
説
話
を
二
つ
取
り
上
げ
よ

う
。
ど
ち
ら
も
や
や
長
文
な
の
で
、
大
意
を
紹
介
す
る
に
止
め
て
、
原
文
は
注
記
す
る
こ
と
に
し
た
い
。



　
　

魏
の
城
陽

王
・
元
徽
は
、
か
つ
て
孝
荘
帝
の
た
め
に
謀
っ
て
爾
朱
榮
を
殺
害
し
た
が
、
そ
の
甥
の
爾
朱
兆
が
入
洛
し
て
孝
荘

　

帝

を
殺
す
と
、
身
の
危
瞼
を
感
じ
て
洛
陽
令
・
冠
祖
仁
を
頼
る
。
祖
仁
の
叔
父
兄
弟
三
人
が
、
徽
の
助
力
で
刺
史
と
な
っ
た
過

　
　
去
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
祖
仁
は
褒
賞
に
目
が
眩
み
、
恩
あ
る
徽
を
斬
っ
て
そ
の
首
を
兆
に
贈
り
、
さ
ら
に
徽
の
金
百

　
　
斤
と
馬
五
十
匹
を
も
奪
う
。
結
局
祖
仁
は
兆
か
ら
褒
賞
を
得
ら
れ
ず
、
あ
る
日
、
徽
が
兆
の
夢
に
現
れ
て
、
自
身
の
金
二
百
斤

　
　
と
馬
百
匹
（
本
來
の
倍
の
敷
）
が
祖
仁
の
家
に
あ
る
の
で
手
に
入
れ
る
よ
う
告
げ
る
。
そ
こ
で
兆
が
祖
仁
を
捕
え
る
と
、
徽
は

　
　
祖
仁
の
前
に

も
現
れ
て
、
「
相
ひ
報
ゆ
る
を
得
る
に
足
る
」
と
言
う
。
祖
仁
は
徽
か
ら
奪
っ
た
の
は
金
百
斤
と
馬
五
十
匹
だ
つ

　
　
た
と
す
る
も
信
じ
て
も
ら
え
ず
そ
の
不
足
を
理
由
に
拷
問
に
か
け
ら
れ
て
死
ぬ
二
兀
徽
㍉

　
　
　
梁
の
秣
陵
令
・
朱
貞
が
罪
で
獄
に
下
り
、
延
尉
の
虞
献
が
そ
れ
を
調
べ
た
。
貞
は
自
ら
を
死
罪
が
適
當
だ
と
す
る
も
、
翌
日

　
　
が
「
墓
日
」
の
た
め
、
一
時
的
に
罪
の
奏
上
を
や
り
過
ご
す
よ
う
、
知
人
を
介
し
て
繊
に
依
頼
す
る
。
絨
は
そ
れ
を
了
承
し
た

　
　
が
、
た
ま
た
ま
客
が
あ
っ
て
酒
に
酔
い
、
前
も
っ
て
書
類
か
ら
奏
状
を
抜
き
出
し
て
お
く
の
を
忘
れ
る
。
こ
う
し
て
奏
状
は
武

　
　
帝
の
目
に
入
り
、
貞
は
死
罪
と
な
る
。
貞
は
散
を
大
い
に
恨
み
、
「
鬼
若
し
知
無
く
ん
ば
、
故
よ
り
灰
土
に
同
じ
。
億
し
其
れ

　
　
識
有
れ
ば
、
必
ず
之
に
報
い
ん
こ
と
を
誓
ふ
」
と
言
い
、
刑
死
の
後
も
献
の
前
に
よ
く
出
現
す
る
。
後
に
献
が
曲
阿
令
に
叙
せ

　
　
ら
れ
官
府
に
謝
意
を
表
し
に
行
く
と
、
そ
れ
ま
で
元
氣
だ
っ
た
彼
の
妻
が
前
兆
も
な
く
死
ぬ
。
散
が
狼
狽
し
て
亡
妻
に
芙
し
て

　
　
い
る
と
、
屋
根
の
梁
の
上
に
朱
貞
が
お
り
、
撒
が
「
朱
秣
陵
此
こ
に
在
れ
ば
、
我
が
婦
は
豊
に
死
せ
ざ
る
を
得
ん
や
」
と
言
い

　
　終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
・
理
由
な
く
黍
突
如
崩
れ
・
猷
と
奴
碑
た
ち
＋
除
人
が
一
遍
に
命
を
落
と
方
（
朱
貞
）
⑮

ど
ち
ら
も
元
徽
と
冠
祖
仁
、
朱
貞
と
虞
搬
と
い
う
一
封
一
の
ミ
ニ
マ
ム
な
人
間
關
係
の
中
に
生
じ
た
怨
恨
を
、
怨
恨
の
封
象
者
の
現

世
に

お

け
る
死
を
以
て
晴
ら
す
と
い
う
、
先
に
述
べ
た
パ
タ
ー
ン
を
持
つ
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
6
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さ
て
『
冤
魂
志
』
が
顔
之
推
の
純
然
た
る
創
作
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
史
實
に
基
づ
く
説
話
を
輯
め
た
も
の
な
ら
ば
、
そ
の
個

々

の
説
話
よ
り
も
む
し
ろ
、
『
冤
魂
志
』
が
全
髄
と
し
て
持
つ
傾
向
の
中
に
こ
そ
、
『
冤
魂
志
』
編
纂
の
意
圖
が
存
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
観
鮎
に
立
て
ば
、
人
間
と
人
間
の
間
で
の
、
現
世
で
の
「
死
」
を
伴
う
報
復
課
を
五
十
九
條
も
輯
め
て
『
冤
魂
志
』
と
い

う
書
物
に
仕
立
て
た
事
實
に
、
そ
の
編
纂
意
圖
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
顔
之
推
の
『
冤
魂
志
』
編
纂
の
意
圖
は
、
お
よ
そ
次
の
二
鮎
で
あ
る
。

　
第
一
は
、
佛
教
の
因
果
雁
報
説
に
理
解
を
示
さ
ぬ
同
時
代
の
士
大
夫
層
に
、
そ
れ
が
實
際
に
起
こ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
べ
く
、

現
世
で

の

臆
報
謹

を
輯
め
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
ー
。
そ
し
て
そ
の
理
解
を
よ
り
容
易
に
さ
せ
よ
う
と
、
顔
之
推
は
あ
え
て
寺
院
建

立

や
説
法
な
ど
の
佛
教
色
を
出
さ
ず
、
専
ら
士
大
夫
層
に
身
近
な
典
披
・
史
實
を
用
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
。

　
第
二
は
、
第
一
鮎
を
前
提
に
、
さ
ら
に
儒
家
的
あ
る
い
は
傳
統
的
な
道
徳
観
念
、
社
會
的
意
義
の
強
調
を
も
目
論
む
と
す
る
も
の

で

あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
、
輩
な
る
「
繹
氏
輔
教
之
書
」
た
る
他
の
志
怪
小
説
を
凌
駕
す
る
、
『
冤
魂
志
』
の
特
異
性
だ
と
評
債
す

　
鋤る
，
。
た
だ
し
い
ず
れ
の
先
行
研
究
に
あ
っ
て
も
、
そ
う
し
た
儒
家
的
あ
る
い
は
博
統
的
な
道
徳
観
念
、
社
會
的
意
義
の
具
艘
的
な

内
容
は
、
不
明
瞭
な
ま
ま
で
あ
る
。

　
そ
の
中
で
小
南
一
郎
氏
は
、
佛
教
の
因
果
雁
報
説
が
存
在
す
る
こ
と
を
士
大
夫
層
に
示
す
以
外
に
、
次
の
如
き
意
識
が
、
顔
之
推

と
『
冤
魂
志
』
に
は
あ
っ
た
と
す
る
。
つ
ま
り
第
一
に
、
『
冤
魂
志
』
で
「
人
間
ど
う
し
の
恩
義
關
係
や
信
頼
關
係
を
裏
切
り
踏
み

に

じ
る
形
で
起
こ
さ
れ
た
」
、
「
人
間
と
し
て
爲
し
て
は
な
ら
な
い
殺
害
事
件
」
を
扱
う
こ
と
で
、
顔
之
推
に
お
い
て
「
個
人
と
個
人

の
人
格

を
基
盤
と
し
た
信
頼
關
係
が
な
に
よ
り
も
大
切
に
す
べ
き
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
」
こ
と
、
そ
し
て
第
二
に
、
『
冤
魂

志
』
と
そ
れ
を
ま
と
め
た
顔
之
推
は
、
「
現
世
の
こ
の
目
で
そ
の
磨
報
を
見
た
い
と
い
う
強
い
願
望
に
貫
か
れ
て
い
る
」
こ
と
、
こ
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の

二
鮎
で

あ
る
〔
。
小
南
氏
は
、
よ
り
具
髄
的
に
顔
之
推
の
心
理
の
内
實
に
踏
み
込
ん
だ
形
で
『
冤
魂
志
』
の
編
纂
意
圖
を
解
明
し

て

お

り
、
筆
者
は
こ
の
二
鮎
の
指
摘
を
首
肯
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
小
南
氏
の
第
一
鮎
目
の
指
摘
は
、
『
冤
魂
志
』
が
人
間
同
士
の
事
件
の
み
を
扱
う
こ
と
に
よ
く
象
徴
さ
れ
て
い
よ
う
。
『
冤
魂
志
』

で

は
、
他
の
志
怪
小
説
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
非
人
間
的
存
在
（
例
え
ば
注
（
1
7
）
に
見
え
る
「
善
祠
」
）
と
人
間
の
間
の
關
係
か

ら
事
件
が
起
こ
る
こ
と
は
な
い
。
確
か
に
、
先
に
見
た
元
徽
・
朱
貞
の
二
例
で
も
、
報
復
者
が
報
復
の
際
に
鬼
神
な
ど
の
非
人
間
の

形
態

を
と
っ
て
登
場
し
た
が
、
事
件
の
根
因
は
、
必
ず
現
世
で
の
人
間
同
士
の
怨
恨
な
の
で
あ
っ
た
。
人
間
同
士
で
の
怨
恨
と
そ
の

慮
報
の

み

を
羅
列
す
る
こ
と
で
、
よ
り
強
烈
な
形
で
、
人
間
の
生
活
に
お
い
て
は
個
人
と
個
人
の
間
の
信
頼
關
係
こ
そ
が
何
に
も
増

し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
顔
之
推
は
主
張
し
た
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
（
。

　
す

る
と
小
南
氏
ら
が
、
『
冤
魂
志
』
が
專
ら
士
大
夫
層
に
身
近
な
典
接
・
史
實
を
用
い
た
の
は
、
士
大
夫
層
の
因
果
磨
報
へ
の
理

解

を
容
易
に
さ
せ
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
す
る
黙
に
つ
き
、
筆
者
は
、
『
冤
魂
志
』
の
説
話
が
基
本
的
に
文
献
に
記
載
の
あ
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
つ
ま
り
『
冤
魂
志
』
の
説
話
群
の
基
づ
く
出
來
事
が
、
決
し
て
軍
な
る
傳
聞
や
創
作
で
は
な
く
、
身

近

な
文
献
に
記
載
が
あ
る
こ
と
で
、
士
大
夫
層
が
確
固
た
る
史
實
と
し
て
そ
れ
ら
を
受
容
し
易
か
ろ
う
と
す
る
計
算
が
、
顔
之
推
に

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
て
顔
之
推
は
、
『
冤
魂
志
』
を
通
じ
て
、
相
互
の
信
頼
を
基
盤
と
す
る
人
間
關
係
へ
の
裏
切
り
に

封

し
て
は
、
「
現
世
」
で
の
報
復
が
「
死
」
の
恐
怖
を
以
て
必
ず
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

7

三
、
『
顔
氏
家
訓
』
と
『
冤
魂
志
』
の
間
ー
灌
夫
の
事
件
を
め
ぐ
っ
て
ー



　
前
節
で
は

小
南
氏
の
論
考
を
出
登
黙
に
、
顔
之
推
が
『
冤
魂
志
』
で
、
相
互
の
信
頼
を
基
盤
と
し
た
ミ
ニ
マ
ム
な
人
間
關
係
へ
の

拘
り
を
表
出
し
、
そ
の
裏
切
り
に
は
現
世
で
の
死
が
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
を
、
文
献
に
確
實
な
記
録
を
徴
す
る
こ
と
の
で
き
る
説

話
群
に

よ
っ
て
強
調
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
で
は

顔
之

推

は
、
軍
な
る
個
人
同
士
の
關
係
の
枠
を
越
え
て
、
よ
り
廣
く
社
會
や
國
家
と
の
關
係
を
ど
う
捉
え
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
筆
者
は
す
で
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
本
稿
注
（
1
）
所
掲
の
拙
稿
（
以
下
「
前
稿
」
と
呼
ぶ
）
の
中
で
、
『
顔
氏
家
訓
』

省

事
篇
の
一
節
か
ら
考
察
し
た
。
さ
ら
に
前
稿
注
（
4
1
）
に
は
、
將
來
の
課
題
と
し
て
、
該
節
の
『
冤
魂
志
』
と
の
比
較
を
掲
示
し

た

が
〔
、
以
下
、
そ
の
課
題
に
取
り
組
み
た
い
と
思
う
。

　
行
論

の
都
合

上
、
省
事
篇
の
該
節
を
三
段
に
分
か
つ
形
で
、
改
め
て
課
出
し
て
お
こ
う
。
な
お
各
句
の
典
披
な
ど
に
つ
い
て
は
、

前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
①
王
子
音
云
、
佐
甕
得
嘗
、
佐
閣
得
傷
。
此
言
爲
善
則
預
、
爲
悪
則
去
。
不
欲
薫
人
、
非
義
之
事
也
。
凡
損
於
物
、
皆
無
與
焉
。

　
　
然
而

窮
鳥
入
懐
、
仁
人
所
欄
、
況
死
士
蹄
我
、
當
棄
之
乎
。
伍
員
之
託
漁
舟
、
季
布
之
入
廣
柳
、
孔
融
之
藏
張
倹
、
孫
嵩
之
匿

　
　
趙
岐
、
前
代
之
所
貴
、
而
吾
之
所
行
也
、
以
此
得
罪
、
甘
心
瞑
目
。

　
　
②
至
如
郭
解
之

代
人
報

儲
、
灌
夫
之
横
怒
求
地
、
游
侠
之
徒
、
非
君
子
之
所
爲
也
。
如
有
逆
齪
之
行
、
得
罪
於
君
親
者
、
又
不

　
　
足
卸
焉
。

　
　
③
親
友
之
迫
危
難
也
、
家
財
己
力
、
當
無
所
吝
。
若
横
生
圖
計
、
無
理
請
謁
、
非
吾
教
也
。
墨
奮
之
徒
、
世
謂
熱
腹
、
楊
朱
之

　
　
侶
、
世
謂
冷
腸
。
腸
不
可
冷
、
腹
不
可
熱
、
當
以
仁
義
爲
節
文
爾
（
。
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①
王
子
音
は
言
っ
た
「
食
事
の
準
備
を
手
傳
え
ば
味
見
が
で
き
、
喧
嘩
に
加
櫨
す
れ
ば
自
身
が
傷
つ
く
」
。
こ
れ
は
、
善
事
を

　
　
な
せ
ば
そ
こ
に
加
わ
り
、
悪
事
を
な
せ
ば
そ
こ
か
ら
離
れ
る
よ
う
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
に
與
す
る
の
を
欲
し
な
い
の
は
、

　
　
そ

れ
が

不

義
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
般
に
人
や
物
に
損
な
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
は
、
す
べ
て
關
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
の

　
　
だ
。
し
か
し
苦
境
に
陥
っ
た
鳥
が
自
身
の
懐
に
飛
び
込
ん
で
來
た
な
ら
ば
、
仁
な
る
人
間
は
そ
れ
を
憐
れ
む
の
で
あ
り
、
ま
し

　
　
て

や
死
の

迫
っ
た
士
人
が
私
に
助
け
を
求
め
て
く
れ
ば
、
彼
を
見
捨
て
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
。
伍
子
膏
が
漁
船
に
頼
り
、

　
　
季
布
が

廣
柳
車
（
霞
枢
車
）
に
身
を
置
き
、
孔
融
が
張
倹
を
保
護
し
、
孫
嵩
が
趙
岐
を
匿
っ
た
の
な
ど
は
、
古
の
時
代
が
尊
重

　
　
し
た
と
こ
ろ
に
し
て
私
が
實
行
す
る
と
こ
ろ
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
罪
を
得
た
と
し
て
も
、
甘
ん
じ
て
受
け
入
れ
て
死
の
う
で
は

　
　
な
い
か
。

　
　
②
郭
解
が

他
人

の
報
復

を
代
わ
り
に
引
き
受
け
、
灌
夫
が
思
う
ま
ま
に
土
地
の
要
求
に
封
し
て
怒
っ
た
よ
う
な
の
は
、
游
侠
の

　
　
徒
で
あ
っ
て
、
君
子
の
振
る
舞
い
で
は
な
い
。
も
し
度
を
過
ご
し
た
よ
う
な
行
爲
に
よ
っ
て
、
君
主
や
肉
親
に
罪
禍
を
及
ぼ
す

　
　
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
憐
れ
む
に
足
り
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
③
親
友
に

危
難
が

迫
れ
ば
、
家
財
や
自
ら
の
力
は
吝
し
む
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
だ
が
や
た
ら
と
工
面
し
よ
う
と
し
、

　
　
道
理
に

合
わ

な
い
請
願
な
ど
す
る
の
は
、
私
の
教
え
で
は
な
い
。
墨
径
ら
を
世
は
「
熱
腹
」
と
稻
し
、
楊
朱
ら
を
世
は
「
冷
腸
」

　
　
と
稻
す
る
。
腸
は
冷
な
る
べ
か
ら
ず
、
腹
は
熱
な
る
べ
か
ら
ず
で
、
仁
と
義
の
間
で
節
度
を
持
た
せ
整
え
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。

　
①
で
の
個
人
的
な
信
頼
關
係
を
重
視
し
、
困
難
に
陥
っ
た
人
物
に
能
う
限
り
の
援
助
を
惜
し
ま
な
い
と
す
る
顔
之
推
の
思
想
は
、

本
稿
の
前
節
に
見
た
『
冤
魂
志
』
の
思
想
と
共
通
し
よ
う
。
だ
が
②
の
内
容
は
、
『
冤
魂
志
』
の
思
想
と
や
や
不
調
和
の
感
が
あ
る
。

こ

の
郭
解
と
灌
夫
の
事
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
史
記
』
游
侠
列
傳
と
魏
其
侯
列
傳
に
見
え
る
が
、
い
ま
特
に
灌
夫
の
事
件
の
方
に
着
目
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し
た
い
。
そ
れ
が
『
冤
魂
志
』
竈
嬰
の
條
に
も
載
録
さ
れ
、
省
事
篇
の
記
述
と
封
比
し
た
場
合
、
興
味
深
い
差
異
を
認
め
得
る
か
ら

で
あ
る
。

　

『
史
記
』
魏
其
侯
列
傳
に
よ
れ
ば
、
當
時
の
丞
相
・
田
扮
と
、
魏
其
侯
賓
嬰
お
よ
び
灌
夫
と
は
、
藪
傾
の
田
地
を
め
ぐ
っ
て
一
悶

着
あ
っ
た
。
田
蛤
が
籍
福
を
派
遣
し
て
實
嬰
の
田
地
の
購
入
を
要
求
し
、
た
め
に
寛
嬰
の
良
友
で
あ
る
灌
夫
が
籍
福
を
怒
っ
た
の
で

あ
る
（
。
顔
之
推
は
省
事
篇
で
、
灌
夫
の
こ
の
よ
う
な
「
横
怒
求
地
」
と
い
う
行
爲
を
支
持
せ
ず
に
、
「
非
君
子
」
な
る
行
爲
と
し
て

斥
け
て
い
る
。

　
他
方

『
冤
魂

志
』
實
嬰
の
條
は
、
も
ち
ろ
ん
田
地
を
め
ぐ
る
争
い
は
載
録
し
、
加
え
て
そ
の
事
い
が
一
雁
の
終
結
を
見
た
後
で
新

た

に

襲
生

し
た
事
件
を
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
の
大
意
を
記
そ
う
。

　
　
　
灌
夫
と
田
蛤
の
間
の
悪
い
關
係
が
解
決
せ
ぬ
ま
ま
の
あ
る
日
、
田
蜴
の
婚
禮
で
の
宴
會
で
彼
ら
は
ま
た
揉
め
、
灌
夫
は
罪
を

　
　
獲
て

し
ま
う
。
元
來
灌
夫
と
良
好
な
關
係
に
あ
っ
た
魏
其
侯
賓
嬰
は
、
灌
夫
の
た
め
に
、
灌
夫
の
宴
會
で
の
行
爲
は
故
意
で
は

　
　
な
く
酔
い
の
せ
い
で
あ
っ
た
と
辮
解
し
た
。
天
子
も
そ
の
辮
解
を
理
解
し
た
が
、
田
扮
の
姉
・
太
后
の
歴
力
に
屈
し
、
つ
い
に

　
　
は

賓
嬰
ま
で
が
罪
を
獲
る
。
死
刑
に
虚
せ
ら
れ
た
後
、
灌
夫
と
賓
嬰
は
二
人
と
も
祝
鬼
者
の
手
を
借
り
て
天
子
の
面
前
に
現
れ
、

　
　
鞭
で

田
蛤
を
打
ち
殺
し
、
天
子
さ
え
も
が
彼
ら
に
謝
罪
す
る
（
。

　
省
事
篇
は
灌
夫

を
「
游
侠
之
徒
」
や
「
非
君
子
」
と
見
倣
し
て
、
彼
の
態
度
を
支
持
し
な
い
が
、
右
の
事
件
に
は
論
及
し
て
い
な

い
。
そ
れ
に
封
し
て
『
冤
魂
志
』
で
は
、
灌
夫
と
實
嬰
の
報
復
行
爲
を
載
録
し
、
こ
れ
を
容
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
灌

夫

の

「
横
怒
求

地
」
と
い
う
行
爲
は
、
『
顔
氏
家
訓
』
で
「
非
君
子
」
な
る
行
爲
と
し
て
否
定
さ
れ
る
に
止
ま
り
、
一
方
、
灌
夫
と

賓
嬰
に
よ
る
報
復
行
爲
は
、
『
冤
魂
志
』
で
許
容
さ
れ
る
の
か
。
ど
ち
ら
も
友
人
を
助
け
よ
う
と
す
る
灌
夫
の
氣
持
ち
か
ら
生
じ
た
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行
爲

で
は
な
い
か
。

　

こ
の
疑
問
に
は
、
省
事
篇
③
が
答
え
て
く
れ
る
。
顔
之
推
は
親
友
の
困
難
に
全
力
で
援
助
す
る
こ
と
に
吝
か
で
な
い
が
、
無
理
に

援
助

を
劃
策
し
た
結
果
、
自
ら
も
困
難
に
陥
る
こ
と
は
決
し
て
望
ま
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
意
識
こ
そ
、
顔
之
推
が
『
顔
氏
家
訓
』

で
灌
夫
の

行
爲
を
支
持
し
な
か
っ
た
原
因
で
あ
ろ
う
。
灌
夫
か
ら
す
れ
ば
、
「
横
怒
求
地
」
は
親
友
の
賓
嬰
を
苦
境
か
ら
救
う
た
め

の
行
爲
で
あ
っ
た
が
、
顔
之
推
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
行
爲
の
せ
い
で
灌
夫
・
賓
嬰
の
二
人
は
田
扮
と
の
關
係
を
悪
化
さ
せ
、
最
後
は

別
件

な
が
ら
死
刑
に
虚
せ
ら
れ
た
の
だ
。
こ
う
し
た
態
度
こ
そ
、
顔
之
推
が
『
顔
氏
家
訓
』
省
事
篇
で
、
自
ら
の
教
え
で
は
な
い
と

反
封

し
た
態
度
に
他
な
る
ま
い
。
省
事
篇
は
、
確
か
に
田
地
の
問
題
が
暫
定
的
に
牧
ま
っ
て
か
ら
の
こ
と
に
は
鰯
れ
な
い
が
、
そ
れ

は

『
顔
氏

家
訓
』
の
文
脈
で
は
鰯
れ
る
必
要
の
な
い
内
容
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
が
そ
の
こ
と
を
『
冤
魂
志
』
に
は
記
し
て

い

る
事
實
か
ら
す
れ
ば
、
『
顔
氏
家
訓
』
省
事
篇
の
該
節
を
書
く
際
、
必
ず
や
後
の
事
件
の
展
開
を
知
り
つ
つ
敢
え
て
省
い
た
の
で

あ
ろ
う
。

　
で
は

苦
境
に
立
つ
朋
友
を
助
け
る
と
き
、
顔
之
推
は
如
何
な
る
態
度
を
要
求
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
鍵
を
握
る
の
が
、
省

事
篇
③
に

お

け
る
、
「
墨
奮
之
徒
」
（
博
愛
主
義
）
や
「
楊
朱
之
侶
」
（
個
人
主
義
）
の
如
き
極
端
な
態
度
を
退
け
る
よ
う
要
求
し
た

上
で

の
、
「
當
以
仁
義
爲
節
文
爾
」
と
い
う
表
現
な
の
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
、
次
の
古
典
を
意
識
す
る
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

　
　
孟
子

日
、
仁
之
實
、
事
親
是
也
。
義
之
實
、
從
兄
是
也
。
…
…
禮
之
實
、
節
文
斯
二
者
是
也
。
（
『
孟
子
』
離
婁
上
）

　
　
孟
子
が

言
っ
た
「
仁
の
實
質
と
は
、
父
母
に
奉
事
す
る
こ
と
が
こ
れ
だ
。
義
の
實
質
と
は
、
兄
に
聴
從
す
る
こ
と
が
こ
れ
だ
。

　
　
…
…
禮
の
實
質
と
は
、
こ
の
（
仁
と
義
の
）
両
者
の
間
を
、
節
度
を
持
た
せ
整
え
る
の
が
こ
れ
だ
」
。

こ
れ
に
操
れ
ば
、
「
仁
」
と
「
義
」
は
「
禮
」
に
よ
っ
て
「
節
文
」
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
『
孟
子
』
に
お
け
る
「
節
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文
」
の
意
味
を
考
え
て
み
る
に
當
た
っ
て
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
記
載
が
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
禮
者
、
因
人
之
情
、
而
爲
之
節
文
、
以
爲
民
坊
者
也
。
（
『
禮
記
』
坊
記
）

　
　
禮

と
い
う
の
は
、
人
の
感
情
に
由
來
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
節
度
を
持
た
せ
て
整
え
、
そ
れ
に
よ
り
民
衆
の
感
情
の
堤
防
と
し
て

　
　
機
能
す
る
も
の
だ
。

　
　
義
者
、
謂
各
慮
其
宜
也
。
禮
者
、
因
人
之
情
、
縁
義
之
理
、
而
爲
之
節
文
者
也
。
（
『
管
子
』
心
術
上
）

　
　
義
と
い
う
の
は
、
各
々
が
宜
し
き
状
態
に
庵
る
こ
と
を
い
う
。
禮
と
い
う
の
は
、
人
の
感
情
に
由
來
し
、
義
の
道
理
に
依
披
し

　
　

つ

つ
、
そ
れ
ら
に
節
度
を
持
た
せ
整
え
る
も
の
だ
。

　
右
の
二
例
を
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、
「
節
文
」
と
は
、
「
二
つ
の
事
物
の
間
を
、
節
度
を
持
た
せ
て
程
良
く
整
え
る
こ
と
」
と
解
せ
よ

う
。
す
る
と
顔
之
推
は
省
事
篇
③
に
お
い
て
、
ま
ず
「
墨
奮
之
徒
」
（
博
愛
主
義
）
や
「
楊
朱
之
侶
」
（
個
人
主
義
）
の
如
き
極
端
な

態
度

を
退
け
る
。
そ
の
上
で
「
當
以
仁
義
爲
節
文
爾
」
と
言
っ
て
、
朋
友
を
救
う
際
に
極
端
な
態
度
は
と
ら
ず
、
「
仁
」
と
「
義
」

に
よ
り
状
況
に
節
度
を
持
た
せ
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
『
孟
子
』
の
言
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
「
仁
」
と
「
義
」

の
間
を
、
「
禮
」
に
よ
っ
て
「
節
文
」
す
べ
き
だ
と
言
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、
「
恩
」
と
「
義
」
の
間
ー
『
禮
記
』
喪
服
四
制
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
ー

で
は

「
仁
」
と
「
義
」
の
間
を
、
「
禮
」
に
よ
っ
て
「
節
文
」
す
る
と
は
、
具
艘
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
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れ

を
考
え
る
べ
く
、
『
顔
氏
家
訓
』
風
操
篇
に
見
え
る
、
同
時
代
人
に
よ
る
亡
き
親
へ
の
行
き
過
ぎ
た
追
悼
に
封
す
る
次
の
言
葉
に

注

目
し
た
い
。
こ
こ
に
「
禮
」
と
「
義
」
が
、
セ
ッ
ト
の
形
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
禮
縁
人
情
、
恩
由
義
断
。

　
　
禮
は

人

間
の
感
情
に
基
づ
き
つ
つ
、
恩
愛
は
義
理
に
よ
っ
て
断
ち
切
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ
。

　

「
禮
縁
人
情
」
に
つ
い
て
、
先
に
「
節
文
」
の
語
の
意
味
を
考
察
す
る
た
め
に
引
い
た
『
禮
記
』
坊
記
や
『
管
子
』
心
術
上
が
、

と
も
に
「
禮
」
と
「
情
」
を
併
記
し
て
い
た
（
禮
者
、
因
人
之
情
）
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
「
禮
」
と
「
情
」
は
、
非
常
に
密
接
な
關

係
に

あ
っ
た
。
す
る
と
「
禮
縁
人
情
」
と
言
う
と
き
、
顔
之
推
は
「
禮
」
と
「
情
」
の
密
接
な
關
係
性
を
念
頭
に
置
い
て
、
亡
き
親

に

封
す

る
追
悼
の
感
情
自
艘
は
、
人
間
が
有
す
る
自
然
な
感
情
と
し
て
是
認
し
て
い
た
と
し
て
よ
い
。

　
で

は
績

く
「
恩
由
義
断
」
と
い
う
表
現
は
、
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
か
。
實
は
こ
の
表
現
は
、
『
禮
記
』
喪
服
四
制
を
明
確

な
典
披
と
す
る
。

　
　
門
内
之
治
、
恩
挨
義
。
門
外
之
治
、
義
断
恩
。

　
　
家
の
中
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、
恩
愛
が
義
理
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
家
の
外
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、
義
理
が
恩
愛
を
断
ち
切
る
。

　

こ
の
経
文
は
「
喪
禮
」
に
つ
い
て
の
も
の
だ
が
、
魏
晋
南
北
朝
期
、
人
々
は
す
で
に
こ
の
論
理
を
、
「
喪
禮
」
と
の
關
係
の
枠
を

超
え
て
用
い
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ま
幾
つ
か
例
を
畢
げ
よ
う
。

　
　
凡
所
以
立

品
設
状
者
、
求
人
才
以
理
物
也
、
非
虚
飾
名
警
、
相
爲
好
醜
。
難
孝
悌
之
行
、
不
施
朝
廷
、
故
門
外
之
事
、
以
義
断

　
　
恩
。
（
『
晋
書
』
劉
毅
傳
）

　
　
そ
も
そ
も
「
品
」
（
郷
品
）
を
打
ち
立
て
「
状
」
（
人
物
の
才
能
・
性
行
の
評
債
書
）
を
設
け
た
の
は
、
人
材
を
求
め
る
こ
と
で
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人
民

を
統
治
す
る
た
め
で
、
名
警
名
聲
を
い
た
ず
ら
に
飾
り
立
て
、
互
い
に
好
き
嫌
い
を
し
合
う
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
孝

　
　
悌

の
行
な
い
さ
え
も
、
朝
廷
で
は
無
用
で
あ
り
、
だ
か
ら
家
の
外
の
事
柄
で
は
、
義
理
に
よ
り
恩
愛
が
断
ち
切
ら
れ
る
の
で
す
。

　
　
及
帝
入
關
、
事
起
倉
卒
、
辮
不
及
至
家
、
軍
馬
而
從
。
或
問
辮
日
、
得
辞
家
不
。
辮
日
、
門
外
之
治
、
以
義
断
恩
、
復
何
辟
也
。

　
　

（『
周
書
』
盧
辮
傳
）

　
　
孝
武
帝
が
關
中
に
入
る
に
及
び
、
事
態
は
急
に
起
こ
っ
た
の
で
、
盧
辮
は
家
に
戻
る
暇
が
な
く
、
軍
騎
で
帝
に
從
っ
た
。
あ
る

　
　
人
が

辮
に

「
家
を
辞
去
で
き
ま
し
た
か
」
と
問
う
た
。
辮
は
言
っ
た
「
家
の
外
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、
義
理
に
よ
っ
て
恩
愛
を

　
　
断
ち
切
る
も
の
、
ど
う
し
て
辞
去
な
ど
し
ま
し
ょ
う
か
」
。

　
　
臣
聞
二
叔
不
威
、
難
結
隆
周
、
准
南
惇
縦
、
禍
興
盛
漢
。
莫
不
義
以
断
恩
、
情
爲
法
屈
。
（
『
宋
書
』
盧
陵
孝
献
王
義
眞
傳
）

　
　
私
が

聞
き
ま
す
と
こ
ろ
で
は
、
二
叔
（
管
叔
・
察
叔
）
が
和
親
せ
ず
、
（
滅
亡
の
）
災
難
が
隆
盛
な
る
周
王
朝
に
生
じ
、
准
南

　
　
王
が

反
齪

の

感
情
を
恣
に
し
て
、
（
自
害
の
）
惨
禍
が
絶
頂
の
漢
王
朝
で
起
き
ま
し
た
。
義
理
が
恩
愛
を
断
ち
切
り
、
恩
情
が

　
　
法
規
に

屈

し
た
た
め
に
他
な
り
ま
せ
ん
（
。

　
以
上

の

用
例
の
如
く
、
魏
督
南
北
朝
期
、
『
禮
記
』
喪
服
四
制
の
件
の
論
理
の
適
用
範
園
は
、
必
ず
し
も
「
喪
禮
」
と
關
係
の
あ

る
議
論
に
は
限
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
家
の
内
側
で
施
さ
れ
る
個
人
的
な
「
恩
愛
」
に
封
し
、
一
歩
家
の
外
側
に
出
る
と
、
そ
こ

に

は

よ
り
優
先
度
の
高
い
「
義
理
」
が
、
嚴
然
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
こ
に
引
い
た
諸

例
に

お

い

て
、
家
の
内
側
で
の
個
人
的
な
恩
愛
を
も
断
ち
切
ら
ね
ば
な
ら
な
い
義
理
が
存
在
す
る
家
の
外
側
の
世
界
と
し
て
、
い
ず

れ
の
場
合

も
朝
廷
・
國
家
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
事
實
は
、
『
晋
書
』
劉
毅
傳
や
『
周
書
』
盧
辮
傳
の
例
で
は
見

易
い
。
劉
毅
は
家
で
の
孝
悌
も
朝
廷
で
は
不
要
と
言
い
、
盧
辮
は
皇
帝
に
付
き
從
う
た
め
に
は
家
へ
の
辞
去
な
ど
に
系
っ
て
は
い
ら
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れ
な
い
と
言
う
か
ら
で
あ
る
。
『
宋
書
』
盧
陵
孝
献
王
義
眞
傳
の
場
合
も
、
皇
族
の
個
人
的
な
憎
悪
關
係
が
、
結
局
は
王
朝
全
鵠
の

滅
亡

を
招
來
し
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
登
想
は
同
様
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
い

ま
こ
こ
で
、
朝
廷
・
國
家
へ
の
義
理
の
た
め
に
、
家
の
内
側
で
の
個
人
的
な
恩
愛
を
顧
み
な
い
と
す
る
襲
想
が
、
魏
音
南
北
朝

期
に
至
っ
て
初
め
て
、
『
禮
記
』
喪
服
四
制
の
記
載
の
撞
大
解
稗
に
伴
っ
て
生
じ
た
と
主
張
す
る
の
で
は
な
い
。
か
か
る
襲
想
自
膿

は
、
早
く
は
例
え
ば
『
左
傳
』
隠
公
四
年
の
「
大
義
滅
親
」
に
も
見
え
て
い
る
。
だ
が
魏
音
南
北
朝
期
、
『
禮
記
』
喪
服
四
制
の
記

載
が

「
喪
禮
」
の
限
定
を
離
れ
、
家
の
内
側
に
存
在
す
る
個
人
的
な
恩
愛
と
、
家
の
外
側
、
も
う
少
し
具
髄
化
す
る
な
ら
ば
朝
廷
・

國
家
と
い
う
、
軍
純
な
個
人
間
で
の
關
係
を
超
え
た
よ
り
廣
い
世
界
に
存
在
す
る
義
理
、
こ
の
爾
者
の
關
係
を
め
ぐ
る
議
論
に
ま
で

利
用

さ
れ
、
か
つ
後
者
が
前
者
に
優
先
さ
れ
る
と
す
る
認
識
が
あ
っ
た
鮎
を
、
筆
者
は
強
調
し
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
。

　
以
上

の
事
實
を
踏
ま
え
て
、
『
顔
氏
家
訓
』
風
操
篇
に
お
け
る
顔
之
推
の
「
禮
縁
人
情
、
恩
由
義
断
」
と
い
う
獲
言
に
つ
い
て
ま

と
め
て
み
た
い
。
亡
き
親
に
封
す
る
追
悼
の
感
情
自
髄
は
、
人
間
と
し
て
自
然
な
も
の
で
あ
る
（
禮
縁
人
情
）
。
だ
が
こ
う
し
た
亡

き
親
へ
の
追
悼
の
感
情
と
は
、
あ
く
ま
で
家
の
内
側
で
の
、
個
人
的
な
恩
愛
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
顔
之
推
は
、
個
人
同
士
の

ミ
ニ
マ
ム
な
人
間
關
係
を
超
え
た
大
き
な
社
會
の
中
で
生
き
て
い
く
に
當
た
っ
て
は
、
義
理
を
勘
案
し
て
、
亡
き
親
へ
の
追
悼
の
感

情

を
抑
制
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
（
恩
由
義
断
）
。
す
る
と
確
か
に
顔
之
推
の
こ
の
襲
言
は
、
亡
き
親
へ
の
行
き
過
ぎ

た

追
悼
に
封
し
て
爲
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
必
ず
し
も
「
喪
禮
」
に
限
定
し
た
も
の
と
は
言
え
ま
い
。
む
し
ろ
顔
之
推
に
あ

つ

て

も
、
先
に
見
た
彼
と
同
時
代
人
の
よ
う
な
、
恩
愛
と
義
理
の
間
に
存
在
す
る
葛
藤
を
、
義
理
の
優
先
と
い
う
形
で
虚
理
す
る
感

畳
が
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。
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五
、
再
び
『
顔
氏
家
訓
』
と
『
冤
魂
志
』
の
間
1
「
禮
」
と
「
仁
」
・
「
義
」

　
前
節
で
は
、
『
顔
氏
家
訓
』
風
操
篇
の
「
禮
縁
人
情
、
恩
由
義
断
」
と
い
う
稜
言
の
分
析
か
ら
、
個
人
的
な
人
間
關
係
に
お
け
る

恩
愛

（
「
恩
」
）
と
、
よ
り
廣
い
社
會
と
の
關
係
に
お
け
る
義
理
（
「
義
」
）
の
間
で
、
顔
之
推
に
葛
藤
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
る
み
に
な

っ

た
。
そ
し
て
顔
之
推
も
多
く
の
同
時
代
人
た
ち
と
同
様
に
、
「
義
」
を
「
恩
」
よ
り
優
先
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
こ
で

言

う
「
恩
」
は
、
「
仁
」
と
非
常
に
近
い
概
念
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か
。
實
は
『
禮
記
』
喪
服
四
制
で
は
、

前
節
に
引
い
た
四
句
に
先
ん
じ
て
、
「
恩
者
、
仁
也
」
と
の
定
義
が
爲
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
恩
」
と
「
仁
」
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
顔
之
推
に
引
き
付
け
て
考
え
て
み
た
い
。
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
顔
之
推
は

『
冤
魂
志
』
に
お
い
て
、
相
互
の
信
頼
に
依
壕
し
た
人
間
關
係
の
大
切
さ
を
強
調
し
た
。
あ
く
ま
で
個
人
間
の
繋
が
り
を
基
盤
と
す

る
人
間
世
界
を
、
『
冤
魂
志
』
は
徹
底
的
に
描
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
個
人
封
個
人
と
い
う
最
小
軍
位
の
人
間
關
係
を
取
り

巻

く
、
社
會
や
國
家
な
ど
か
ら
の
歴
力
が
介
入
す
る
鹸
地
な
ど
な
か
っ
た
。

　
第
二
節
・
第
三
節
で
紹
介
し
た
『
冤
魂
志
』
の
朱
貞
や
灌
夫
の
説
話
は
、
そ
の
こ
と
を
よ
く
示
す
。
國
家
の
裁
定
で
朱
貞
の
死
罪

は

決
定

的
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
死
罪
に
庵
さ
れ
た
朱
貞
で
も
虞
散
に
報
復
で
き
た
。
こ
こ
に
は
、
國
家
に
よ
る
死
罪
の
決
定
を
も
凌

駕
す
る
、
個
人
的
な
怨
恨
へ
の
復
讐
に
封
す
る
人
間
の
執
念
の
力
と
、
そ
れ
を
容
認
し
、
徹
底
し
て
描
出
せ
ん
と
し
た
顔
之
推
の
拘

り
を
看
取
し
得
よ
う
。

　
ま
た
灌
夫
と
實
嬰
の
怨
恨
は
、
皇
帝
を
も
謝
罪
さ
せ
た
。
實
は
こ
の
説
話
が
基
づ
く
『
史
記
』
魏
其
侯
列
傳
に
は
皇
帝
の
謝
罪
は
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な
く
、
現
在
は
侠
し
た
何
ら
か
の
史
料
に
依
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
こ
れ
が
、
顔
之
推
が
敢
え
て
『
史
記
』
の
史
實

に

追
加

し
た
要
素
で
あ
る
こ
と
に
愛
わ
り
は
な
㌦
婆
と
量
の
二
人
の
個
人
的
姦
恨
の
強
烈
さ
が
・
國
竃
力
の
袋
者

た

る
皇
帝
に
よ
る
謝
罪
を
加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
に
描
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
冤
魂
志
』
に
は
、
信
頼
の
裏
切
り
に
伴
う
個
人
的
な
怨
恨
へ
の
復
讐
が
果
た
さ
れ
て
い
く
過
程
が
、
時
に
法
律
や

皇
帝

と
い
っ
た
國
家
世
界
の
諸
要
素
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
繰
り
返
し
示
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
徹
底
し
て
相
互
の
信
頼
を
基
盤
と
し
た

人
間
世
界
が
描
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ

の
顔
之

推
に

と
っ
て
、
相
互
の
信
頼
を
基
盤
と
し
た
世
界
を
支
え
た
概
念
は
、
第
三
節
の
『
顔
氏
家
訓
』
省
事
篇
で
「
窮
鳥
入

懐
、
仁
人
所
欄
」
と
言
っ
た
「
仁
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
顔
之
推
は
『
顔
氏
家
訓
』
の
中
で
、
「
仁
」
を
「
嚴
し
さ
を
訣
く
優

し
さ
」
と
い
う
意
味
で
の
否
定
的
側
面
を
持
つ
概
念
と
し
て
用
い
る
場
合
が
あ
る
、
。
だ
が
そ
れ
で
も
や
は
り
「
仁
」
に
付
與
さ
れ

る
基
本
的
な
意
味
が
、
「
封
象
へ
の
個
人
的
な
思
い
や
り
」
で
あ
り
、
人
情
に
依
壕
し
た
も
の
で
あ
る
鮎
は
揺
る
が
な
い
押
す
る
と

風
操
篇
の
獲
言
に

お

け
る
「
恩
」
も
ま
た
、
個
人
的
な
親
へ
の
恩
愛
で
あ
り
、
「
封
象
へ
の
個
人
的
な
思
い
や
り
」
と
い
う
意
味
で

は
、
「
仁
」
と
非
常
に
近
い
概
念
で
あ
る
と
見
倣
し
て
も
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
う
考
え
た
と
き
、
「
恩
由
義
断
」
は
「
仁
由

義
断
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
こ
こ
で
顔
之
推
が
、
「
仁
」
を
「
義
」
と
一
封
の
概
念
と
し
て
意
識
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
と
言
う
の
も
『
顔

氏
家
訓
』
に
は
、
「
仁
義
」
が
「
忠
孝
」
と
封
に
な
る
例
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
そ
の
二
例
を
、
原
文
が
問
題
と
な
る
た

め
訓
讃
で
示
そ
う
。

　
　
世
人
讃
書
者
、
但
能
言
之
、
不
能
行
之
、
忠
孝
無
聞
、
仁
義
不
足
。
（
勉
學
篇
）
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世
人
の
書

を
讃
む
者
は
、
但
だ
能
く
之
を
言
ふ
の
み
に
し
て
、
之
を
行
な
ふ
能
は
ず
、
忠
孝
は
聞
こ
ゆ
る
無
く
、
仁
義
は
足
ら

　
　
ず
。

　
　
行
誠
孝
而
見
賊
、
履
仁
義
而
得
罪
、
喪
身
以
全
家
、
浪
躯
而
濟
國
、
君
子
不
答
也
。
（
養
生
篇
）

　
　
誠
孝

を
行
な
ひ
て
賊
せ
ら
れ
、
仁
義
を
履
み
て
罪
を
得
、
身
を
喪
ひ
て
以
て
家
を
全
く
し
、
躯
を
浪
し
て
國
を
濟
ふ
は
、
君
子

　
　
も
答
め
ざ
る
な
り
。

　
王
利

器
氏
が

つ
と
に
論
讃
し
た
よ
う
に
、
惰
の
高
祖
・
楊
堅
の
父
・
楊
忠
の
謹
「
忠
」
を
避
け
、
「
誠
孝
」
は
「
忠
孝
」
の
意
味

で

あ
る
（
。
顔
之
推
は
「
仁
義
」
二
字
を
、
「
忠
孝
」
二
字
と
封
に
し
て
捉
え
て
い
た
面
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
忠
孝
」
を
一
字
ず
つ
、

國

家
へ
の
「
忠
」
と
家
へ
の
「
孝
」
に
分
析
し
、
「
仁
義
」
も
こ
れ
に
封
雁
し
て
、
個
人
同
士
な
ど
、
よ
り
狭
い
範
園
で
の
人
間
關

係
に

お

け
る
思
い
や
り
の
「
仁
」
と
、
よ
り
廣
い
社
會
的
な
封
人
關
係
の
中
に
適
用
さ
れ
る
「
義
」
と
に
逼
分
す
る
の
は
、
決
し
て

無

理
な
議
論
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
〔
。
こ
こ
で
の
よ
り
廣
い
社
會
的
な
封
人
關
係
と
は
、
先
の
魏
晋
南
北
朝
人
に
お
け
る
『
禮
記
』

喪
服
四
制
の
四
句
に
封
す
る
理
解
を
踏
ま
え
れ
ば
、
も
う
少
し
具
艘
的
に
踏
み
込
ん
で
、
朝
廷
・
國
家
を
イ
メ
ー
ジ
し
得
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

『
顔
氏
家
訓
』
風
操
篇
の
「
禮
縁
人
情
、
恩
由
義
断
」
は
、
如
上
の
顔
之
推
の
認
識
を
象
徴
す
る
襲
言
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と

が

で

き
よ
う
。
顔
之
推
は
「
禮
縁
人
情
」
と
言
っ
て
、
人
情
に
由
來
す
る
「
禮
」
の
存
在
意
義
を
表
明
し
つ
つ
も
、
績
け
て
「
恩
由

義
断
」
と
も
言
わ
ず
に
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
「
恩
」
は
「
仁
」
と
意
味
が
近
似
し
、
「
恩
由
義
断
」
は
「
仁
由
義
断
」
と
ほ

ぼ

同
義
と
考
え
得
る
。

　
す

る
と
「
仁
」
と
「
義
」
の
顔
之
推
に
お
け
る
位
置
付
け
は
、
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
「
仁
」
は
、
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個
人
と
個
人
の
信
頼
に
基
づ
く
人
間
關
係
の
根
幹
を
支
え
る
概
念
で
あ
る
一
方
で
、
「
義
」
は
個
人
と
社
會
・
國
家
の
關
係
を
支
え

る
概
念
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
「
人
情
」
に
基
づ
く
「
仁
」
を
基
盤
と
し
た
、
人
間
同
士
の
相
互
信
頼
を
重
視
し
、
そ
れ
を
『
冤

魂
志
』
の
中
に
徹
底
し
て
描
出
し
た
。
そ
こ
に
は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
時
に
法
律
や
皇
帝
と
い
っ
た
國
家
世
界
の
権
力
を
も
凌

駕
す
る
怨
恨
の
強
烈
さ
が
描
出
さ
れ
、
個
人
封
個
人
と
い
う
最
小
軍
位
の
人
間
關
係
を
取
り
巻
く
、
社
會
や
國
家
な
ど
か
ら
の
歴
力

が
介
入
す
る
鯨
地
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が

顔
之

推

が
、
「
人
情
」
を
根
握
と
し
た
「
仁
」
に
基
づ
く
世
界
を
十
全
に
展
開
で
き
た
の
は
、
あ
く
ま
で
『
冤
魂
志
』
と
い

う
書
物
の
中
だ
け
で
あ
っ
た
。
顔
之
推
が
現
實
に
個
人
の
範
園
を
超
え
た
世
界
、
つ
ま
り
社
會
・
國
家
に
出
た
と
き
、
そ
の
世
界
を

支
配
す
る
「
義
」
と
の
關
係
に
絶
え
ず
配
慮
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
風
操
篇
で
「
恩
由
義
断
」
と
言
う
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
「
仁
由
義
断
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
っ
て
、
個
人
的
な
思
い
や
り
の
「
仁
」
は
、
個
人
同
士
の
關
係
を
超
え
た
社
會
・

國
家
に
あ
っ
て
は
、
「
義
」
に
よ
っ
て
断
ち
切
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
襲
想
は
、
「
人
情
」
に
基
づ
く
「
仁
」
を
全
面

的
に
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
『
冤
魂
志
』
で
は
許
容
し
た
報
復
行
爲
の
實
行
者
た
る
灌
夫
を
、
『
顔
氏
家
訓
』
省
事
篇
で
は
「
游

侠
之

徒
」
や
「
非
君
子
」
と
し
て
斥
け
た
こ
と
に
土
ハ
通
す
る
で
あ
ろ
う
。
省
事
篇
で
は
「
親
友
之
迫
危
難
也
、
家
財
己
力
、
當
無
所

吝
」
と
言
い
な
が
ら
、
績
け
て
「
若
横
生
圖
計
、
無
理
請
謁
、
非
吾
教
也
」
と
も
言
っ
た
。
や
は
り
「
人
情
」
に
基
づ
く
「
仁
」
を

大

切
に

は

し
な
が
ら
も
、
過
剰
な
「
仁
」
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
身
が
社
會
的
な
損
害
を
被
る
よ
う
な
こ
と
は
、
顔
之
推
に
は

許

し
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
に
、
最
後
は
慮
刑
さ
れ
る
に
至
っ
た
灌
夫
は
、
『
顔
氏
家
訓
』
で
は
批
難
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上

の
考
察
を
踏
ま
え
た
と
き
、
親
友
の
困
難
に
際
し
て
は
「
當
以
仁
義
爲
節
文
爾
」
と
言
っ
て
、
個
人
的
な
「
仁
」
と
社
會
的

な
「
義
」
の
間
の
「
禮
」
に
よ
る
調
整
を
要
求
し
た
顔
之
推
の
眞
意
が
、
よ
り
明
確
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
顔
之
推
の
「
禮
」
に
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封
す

る
見
方
と
し
て
は
、
『
顔
氏
家
訓
』
風
操
篇
の
次
の
獲
言
に
着
目
し
た
い
。

　
　
吾
観
禮
経
、
聖
人
之
教
、
箕
帯
ヒ
箸
、
咳
唾
唯
諾
、
執
燭
沃
盟
、
皆
有
節
文
、
亦
爲
至
　
。
但
既
残
訣
、
非
復
全
書
。
其
有
所

　
　
不
載
及
世
事
褒
改
者
、
學
達
君
子
、
自
爲
節
度
、
相
承
行
之
。
故
世
號
士
大
夫
風
操
。

　
　
私
が

禮
経
の
書

を
見
た
と
こ
ろ
、
聖
人
の
教
え
と
は
、
掃
除
や
食
事
、
年
長
者
に
封
す
る
磨
封
、
燭
火
の
執
り
方
や
手
の
洗
い

　
　
方

な
ど
、
ど
れ
も
節
度
と
禮
容
が
あ
っ
て
、
實
に
よ
く
備
わ
っ
て
い
る
。
た
だ
す
で
に
残
訣
が
あ
り
、
完
全
な
形
の
書
物
で
は

　
　
な
い
。
そ
れ
が
載
せ
て
い
な
か
っ
た
り
世
の
事
情
で
改
愛
さ
れ
た
り
し
た
部
分
は
、
學
問
に
通
達
し
た
人
物
が
、
自
身
で
節
度

　
　
を
設
け
、
そ
れ
を
代
々
纏
承
し
て
き
た
。
だ
か
ら
世
で
は
士
大
夫
の
「
風
操
」
と
稻
す
る
の
だ
。

　
顔
之

推

は
、
禮
経
の
書
が
説
く
「
禮
」
の
中
に
、
目
常
所
作
の
持
つ
意
義
と
そ
の
程
良
さ
を
捕
捉
し
て
い
る
。
し
か
し
禮
経
の
書

に

述
べ
ら
れ
る
内
容
に
は
、
訣
落
し
た
と
こ
ろ
や
世
事
の
愛
化
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
決
し
て
盲

從
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
學
問
に
通
達
し
た
人
物
が
各
自
で
節
度
を
保
た
せ
て
代
々
縫
承
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
、
士
大
夫
の
「
風

操
」
と
稻
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
顔
之
推
に
と
っ
て
「
禮
」
と
は
、
一
人
の
士
大
夫
と
し
て
生
き
る
上
で
、
自
ら
の
備
え
る

學

問
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
適
切
に
判
断
し
な
が
ら
、
實
際
の
生
活
に
適
用
さ
せ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
學
問
に
立
脚
し
て

生

き
る
士
大
夫
を
自
任
す
る
顔
之
推
に
と
っ
て
「
禮
」
と
は
、
そ
う
し
た
士
大
夫
像
の
根
櫨
た
る
も
の
と
し
て
、
か
か
る
重
大
な
意

味
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
す

る
と
「
當
以
仁
義
爲
節
文
」
と
い
う
襲
言
は
、
次
の
よ
う
な
意
味
と
し
て
理
解
で
き
よ
う
か
。
つ
ま
り
顔
之
推
は
『
顔
氏
家
訓
』

に
お
い
て
、
「
人
情
」
に
基
づ
く
「
仁
」
を
大
切
に
し
つ
つ
、
同
時
に
社
會
・
國
家
の
中
で
生
き
る
際
に
配
慮
す
べ
き
「
義
」
の
世

界

を
常
に
意
識
し
、
そ
の
雨
者
の
間
を
、
↓
人
の
士
大
夫
と
し
て
自
ら
が
備
え
る
「
禮
」
（
學
問
）
に
よ
っ
て
適
切
に
虞
理
す
る
こ
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と
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
「
禮
」
は
、
「
情
」
と
密
接
な
關
係
を
持
つ
と
同
時
に
、
先
引
の
『
禮
記
』
坊
記
が
「
而
爲
之
節
文
、
以
爲
民
坊
者
也
」

と
指
摘
す
る
如
く
、
「
情
」
の
恣
な
る
獲
露
を
抑
制
し
調
整
す
る
役
割
を
も
憺
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
「
禮
」
と
は
、
人
間
の
「
情
」

に

基
づ

き
つ
つ
も
、
そ
の
恣
な
る
襲
露
を
適
度
に
調
整
す
べ
く
制
定
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
観
鮎
か
ら
す
れ
ば
、

顔
之

推
は

こ
う
し
た
傳
統
的
な
「
禮
」
に
封
す
る
認
識
を
、
よ
り
自
身
の
生
き
方
の
根
幹
に
連
な
る
、
士
大
夫
と
學
問
の
關
係
性
に

引
き
付
け
る
形
で
縄
承
し
た
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
顔
之
推
は
、
『
冤
魂
志
』
で
「
仁
」
に
基
づ
く
世
界
を
徹
底
し
て
描
出
し
た
の
に
封
し
、
『
顔
氏
家
訓
』
で
は
常
に
、
一
人
の

士

大
夫
と
し
て
「
義
」
に
基
づ
く
世
界
（
社
會
・
國
家
）
と
の
關
係
性
に
留
意
し
た
、
と
本
稿
は
主
張
し
た
い
の
だ
が
、
そ
こ
に
一

つ
の

疑
問
が
浮
か
び
上
が
る
。
果
た
し
て
社
會
・
國
家
と
い
う
「
家
」
の
外
側
に
位
置
す
る
世
界
の
こ
と
を
、
専
ら
「
家
」
の
内
側

に

つ
い
て

語

る
と
思
わ
れ
る
「
家
訓
」
の
鵠
裁
で
顔
之
推
が
表
出
し
た
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
し
て

筆
者
は
、
顔
之
推
に
よ
る
『
顔
氏
家
訓
』
と
い
う
著
作
と
士
大
夫
に
封
す
る
認
識
が
大
き
く
關
係
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　
筆
者
は

前
稿
で
、
「
あ
る
べ
き
士
大
夫
の
學
問
の
、
顔
家
と
し
て
の
縫
承
を
望
む
こ
と
こ
そ
が
、
ま
さ
に
顔
之
推
を
し
て
『
顔
氏

家
訓
』
を
家
訓
と
し
て
著
さ
せ
し
め
た
理
由
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
た
、
。
こ
の
こ
と
は
、
最
晩
年
に
自
身
の
墓
や
埋
葬
の
在
り

方

を
語
っ
て
遺
書
的
な
性
格
を
持
つ
『
顔
氏
家
訓
』
終
制
篇
の
締
め
括
り
、
つ
ま
り
は
『
顔
氏
家
訓
』
全
鵠
の
締
め
括
り
と
も
言
え

る
言
葉
が
、
後
措
者
た
ち
に
向
け
た
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
難
に
象
徴
的
で
あ
る
。

　
　
汝
曹
宜
以
傳
業
揚
名
爲
務
、
不
可
顧
懸
朽
壊
、
以
取
埋
没
也
。

　
　
お
前
た

ち
は
（
顔
家
の
）
學
問
を
博
承
し
て
名
聲
を
高
め
る
こ
と
を
本
務
と
す
べ
き
で
あ
り
、
（
私
の
）
朽
ち
果
て
た
墓
な
ぞ
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に

未
練
を
残
し
、
そ
の
た
め
に
世
に
埋
没
し
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
そ
。

　
顔

之
推
が
『
顔
氏
家
訓
』
に
託
し
た
こ
と
の
核
心
は
、
顔
家
の
人
間
が
、
學
問
を
事
と
す
る
顔
家
の
士
大
夫
と
し
て
生
き
る
こ
と

で

あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
一
人
の
士
大
夫
と
し
て
生
き
る
と
は
、
社
會
・
國
家
の
中
で
生
き
る
こ
と
で
あ
り
、
社
會
・
國
家
の
中
で

生

き
る
顔
家
の
士
大
夫
と
し
て
の
生
き
方
を
描
出
し
た
の
が
、
『
顔
氏
家
訓
』
に
他
な
ら
な
か
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

結
び

　
こ
こ
ま
で
の
議
論
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
顔
之
推
は
『
冤
魂
志
』
に
お
い
て
、
人
が
個
人
間
で
の
信
頼
關
係
と
、
そ
れ
を
支
え

る
「
仁
」
に
依
壕
し
て
生
き
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
、
彼
の
信
念
を
徹
底
し
て
描
出
し
た
。
一
方
の
『
顔
氏
家
訓
』
で
は
、
社
會
や

國
家
に
所
属
す
る
顔
家
の
士
大
夫
と
し
て
依
披
す
べ
き
「
義
」
が
、
「
仁
」
と
と
も
に
訣
か
せ
ぬ
雨
徳
目
と
し
て
並
存
し
、
「
禮
」
（
學

問
）
に
よ
る
雨
者
の
調
整
を
主
張
し
た
。
そ
れ
が
『
顔
氏
家
訓
』
の
「
禮
縁
人
情
、
恩
由
義
断
」
や
「
當
以
仁
義
爲
節
文
爾
」
の
言

葉
に
集
約
さ
れ
て
お
り
、
顔
之
推
の
一
士
大
夫
と
し
て
の
意
識
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
注
意
し
て
お
く
べ
き
は
、
「
仁
」
や
「
恩
」
に
基
づ
く
『
冤
魂
志
』
の
世
界
と
、
「
義
」
に
留
意
し
た
『
顔
氏
家
訓
』
の
世

界

が
、
別
個
に
猫
立
し
た
形
で
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
並
存
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
『
顔
氏
家
訓
』
に

も
、
も
ち
ろ
ん
「
仁
」
に
基
づ
く
世
界
を
語
る
部
分
は
あ
る
。
た
だ
『
冤
魂
志
』
が
、
士
大
夫
と
い
う
立
場
を
措
い
た
、
一
個
人
・

一
人

間
と
し
て
の
角
度
か
ら
、
個
人
同
士
の
信
頼
を
基
盤
と
し
た
人
間
關
係
の
重
要
性
を
徹
底
的
に
追
究
し
た
著
作
で
あ
っ
た
こ
と
。
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そ

し
て
『
顔
氏
家
訓
』
の
中
で
も
そ
の
人
間
關
係
を
根
本
に
据
え
つ
つ
、
社
會
・
國
家
の
中
で
、
一
人
の
顔
家
の
士
大
夫
と
し
て
生

き
る
と
い
う
角
度
か
ら
、
個
人
と
よ
り
大
き
な
社
會
と
の
關
係
の
大
切
さ
に
配
慮
せ
ん
と
す
る
志
向
を
示
し
た
こ
と
。
こ
の
二
鮎
は
、

本
稿
の
分
析
を
通
し
て
解
明
し
得
た
も
の
と
思
う
。

　
一
人
の
人
間
の
著
述
に
際
し
て
の
心
理
状
態
は
複
雑
で
あ
り
、
『
冤
魂
志
』
と
『
顔
氏
家
訓
』
の
間
に
存
し
た
顔
之
推
の
書
き
分

け
の
意
識
を
本
稿
の
よ
う
に
語
る
の
は
、
や
や
圖
式
的
に
過
ぎ
る
面
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
顔
之
推
の
『
冤
魂
志
』
編
纂
に

は
、
同
時
代
の
志
怪
小
説
の
流
行
も
無
視
で
き
ま
い
。
實
際
、
彼
は
他
に
志
怪
小
説
と
思
し
き
『
集
璽
記
』
を
著
し
て
お
り
（
、
干

實
の
『
捜
紳
記
』
と
『
晋
紀
』
な
ど
、
他
の
士
大
夫
に
お
け
る
志
怪
小
説
と
そ
の
他
の
著
述
に
封
す
る
意
識
の
匿
分
の
検
讃
も
必
要

で

あ
る
。
加
え
て
法
律
上
も
輿
論
上
も
、
南
朝
は
概
し
て
報
復
行
爲
に
寛
容
だ
っ
た
こ
と
は
、
彼
に
何
か
し
ら
の
影
響
を
與
え
た
か

も
し
れ
な
い
6

　
さ
ら
に
本
稿
の
考
察
は
、
顔
之
推
と
佛
教
の
關
係
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
論
鮎
を
孕
も
う
。
周
知
の
通
り
顔
之
推
は
、
『
顔
氏
家

訓
』
蹄
心
篇
で
佛
教
を
擁
護
し
、
顔
家
の
佛
教
掃
依
の
歴
史
を
示
し
て
子
孫
に
も
そ
れ
を
望
む
が
、
必
ず
し
も
出
家
ま
で
は
求
め
て

い
な
い
。

　
　
汝
曹
若
観
俗
計
、
樹
立
門
戸
、
不
棄
妻
子
、
未
能
出
家
。
但
當
兼
修
戒
行
、
留
心
請
讃
、
以
爲
來
世
津
梁
。
人
生
難
得
、
無
虚

　
　
過
也
。
（
蹄
心
篇
）

　
　
お
前
た

ち
が
も
し
世
俗
の
生
計
を
案
じ
、
家
と
し
て
の
生
活
を
築
き
上
げ
て
い
る
な
ら
ば
、
妻
子
を
棄
て
去
り
な
ど
で
き
な
い

　
　
し
、
出
家
も
で
き
ま
い
。
た
だ
し
戒
律
を
守
り
修
行
を
し
、
精
紳
を
佛
教
経
典
の
讃
請
に
留
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
來
世
へ
の
橋

　
　
渡

し
と
す
る
よ
う
に
。
人
に
生
ま
れ
る
と
い
う
の
は
得
難
い
こ
と
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
決
し
て
無
駄
に
過
ご
す
こ
と
の
な
い
よ
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う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
そ
。

　
顔
之

推
は

子
孫
た

ち
に
、
佛
教
へ
の
深
い
信
仰
を
勧
め
る
と
同
時
に
、
現
在
の
生
活
へ
の
配
慮
も
要
求
す
る
。
こ
れ
は
本
稿
で
確

認

し
た
『
顔
氏
家
訓
』
の
主
張
と
通
底
す
る
面
が
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
黙
に
つ
い
て
は
、
顔
之
推
の
佛
教
観
と
『
冤
魂
志
』
の
關
係

性

を
論
じ
た
勝
村
氏
の
論
考
な
ど
を
出
襲
黙
に
、
『
冤
魂
志
』
の
す
べ
て
の
説
話
が
「
現
世
」
で
起
こ
る
こ
と
を
も
考
え
合
わ
せ
ね

ば

な
る
ま
い
。
以
上
の
敷
黙
は
、
今
後
の
考
察
課
題
と
し
た
い
。

注
（
1
）
拙
稿
「
顔
之
推
の
學
問
に
お
け
る
家
と
國
家
」
（
『
中
國
思
想
史
研
究
』
第
三
一
號
、
二
〇
一
一
）
、
参
照
。

（
2
）
『
七
悟
』
に
つ
い
て
、
『
奮
唐
書
』
経
籍
志
に
は
「
七
悟
集
一
巻
、
顔
延
之
撰
」
と
著
録
さ
れ
る
が
、
『
新
唐
書
』
藝
文
志
に
は
「
顔
之

　
　
　
推
七
悟
集
一
巻
」
と
著
録
さ
れ
て
お
り
、
混
齪
が
見
ら
れ
る
。

（
3
）
『
東
方
學
』
第
六
五
輯
、
一
九
八
三
。

（
4
）
『
東
洋
史
研
究
』
第
二
六
巻
三
號
、
一
九
六
七
。

（
5
）
「
（
顔
見
遠
）
生
詔
文
林
館
．
平
原
太
守
．
惰
東
宮
學
士
誰
之
推
、
字
介
。
著
家
訓
廿
篇
・
冤
魂
志
三
巻
・
讃
俗
音
字
五
巻
・
文
集
計
巻
」
。

（
6
）
『
冤
魂
志
』
を
牧
め
る
叢
書
と
そ
の
由
來
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
注
（
4
）
勝
村
氏
論
文
の
補
注
、
参
照
。

（
7
）
王
國
良
『
顔
之
推
冤
魂
志
研
究
』
（
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
九
五
）
。
以
下
、
王
氏
の
説
は
す
べ
て
こ
の
書
物
に
擦
る
。
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（8
）

（9
）

（1
0
）

（
H
）

（1
2
）

（1
3
）

『
法
苑
珠
林
』
は
『
大
正
新
脩
大
藏
経
』
（
以
下
「
大
正
藏
」
と
略
稻
）
を
底
本
と
し
、
注
（
7
）
王
氏
書
、
羅
國
威
『
《
冤
魂
志
》
校

注
』
（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
一
）
な
ど
を
参
考
に
校
訂
を
加
え
て
、
本
文
を
定
め
た
。

『
太
平
廣

記
』
所
引
『
還
冤
記
』
の
内
容
は
、
『
法
苑
珠
林
』
所
引
『
冤
魂
志
』
と
一
致
し
、
『
冤
魂
志
』
を
宋
代
以
降
の
書
目
は
多
く

　
『
還
冤
志
』
と
著
録
す
る
。
『
冤
魂
志
』
・
『
還
冤
志
』
の
異
稻
で
あ
ろ
う
。

十

四
條
の
題
目
を
畢
げ
れ
ば
次
の
通
り
。

　
　

魏
暉
、
眞
子
融
、
羊
道
生
部
曲
、
繹
僧
越
、
劉
某
、
樂
蓋
卿
、
康
季
孫
、
張
絢
部
曲
、
弘
氏
、
朱
貞
、
齊
文
宣
帝
、
梁
武
帝
、

　
　

章
載
、
後
周
宮
女
。

　

な
お
以
下
、
各
説
話
の
題
目
は
す
べ
て
王
氏
が
付
す
る
も
の
に
從
う
。

も
と
は
「
義
安
太
義
」
に
作
る
。
牧
田
諦
亮
『
六
朝
古
逸
観
世
音
慮
験
記
の
研
究
』
（
平
樂
寺
書
店
、
一
九
七
〇
）
と
董
志
翅
『
『
観
世

音
雁
験
記
三
種
』
課
注
』
（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）
に
よ
り
改
め
た
。

太
原
王
曼
穎
卒
。
家
貧
無
以
残
敏
。
友
人
江
革
往
芙
之
、
其
妻
見
封
革
號
訴
。
革
日
、
建
安
王
當
知
、
必
爲
螢
理
。
言
未
詑
而
偉
使
至
、

給
其
喪
事
、
得
周
濟
焉
。

王

曼
穎
の
死
亡
年
に
は
一
つ
の
疑
問
が
残
る
。
と
言
う
の
も
、
『
高
僧
傳
』
序
録
（
大
正
藏
五
〇
・
四
二
二
中
下
）
に
、
王
曼
穎
か
ら

そ

の

撰
者
・
慧
校
に
宛
て
た
、
『
高
僧
傳
』
を
讃
ん
だ
旨
を
記
し
た
書
簡
が
榑
載
さ
れ
る
が
、
『
高
僧
傳
』
に
は
、
梁
・
天
監
十
八
年

の
こ

と
へ
の
言
及
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
小
南
一
郎
「
六
朝
階
唐
小
説
史
の
展
開
と
佛
教
信
仰
」
（
『
中
国
中
世
の
宗
教
と
文
化
』
（
京

都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
、
一
九
八
二
）
、
所
牧
）
は
、
王
曼
穎
が
完
成
途
中
の
『
高
僧
傳
』
を
見
た
可
能
性
を
指
摘
し
（
四
六
八
ー

四

六
九

頁
）
、
吉
川
忠
夫
氏
は
、
王
曼
穎
が
見
た
の
は
草
稿
段
階
の
『
高
僧
博
』
で
あ
っ
た
と
す
る
（
同
氏
・
船
山
徹
謹
『
高
僧
伸
』
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（1
4
）

（1
5
）

（1
6
）

　
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
）
謹
者
解
説
）
。
ま
た
李
剣
國
『
唐
前
志
怪
小
説
史
』
（
南
開
大
學
出
版
社
、
一
九
八
四
）
は
、
建
安
王
か

ら
南
平
郡
王
に
遷
っ
て
間
も
な
い
偉
を
、
江
革
が
な
お
建
安
王
と
稻
し
た
形
で
『
梁
書
』
が
記
録
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
（
四
二

〇

頁
）
。
だ
が
假
に
王
曼
穎
が
天
監
十
八
年
以
後
に
若
干
年
生
き
て
い
た
と
し
て
も
、
や
は
り
彼
に
十
四
條
の
故
事
の
ほ
と
ん
ど
を
目

観

し
得
な
か
っ
た
事
實
は
愛
わ
ら
な
い
。

人

間
同
士
の
怨
恨
に
伴
う
死
が
物
語
の
襲
端
と
な
る
こ
と
は
、
注
（
3
）
小
南
氏
論
文
と
注
（
4
）
勝
村
氏
論
文
を
、
現
世
で
あ
る
こ

と
は
勝
村
氏
論
文
を
、
怨
恨
の
封
象
者
も
必
ず
死
を
遂
げ
る
こ
と
は
、
ま
た
小
南
氏
論
文
を
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

元
徽

「
魏
城
陽
王
元
徽
、
初
爲
孝
荘
帝
書
計
、
殺
爾
朱
榮
。
及
爾
朱
兆
入
錐
害
孝
荘
、
而
徽
櫻
、
走
投
錐
陽
令
冠
祖
仁
。
祖
仁
父
叔
兄

弟
三
人
爲
刺
史
、
皆
徽
之
力
也
。
既
而
爾
朱
兆
購
徽
萬
戸
侯
。
祖
仁
遂
斬
徽
送
之
、
井
匿
其
金
百
斤
・
馬
五
十
匹
。
及
兆
得
徽
首
、

亦
不

賞
侯
。
兆
乃
夢
徽
日
、
我
金
二
百
斤
・
馬
百
匹
、
在
祖
仁
家
、
卿
可
取
也
。
兆
畳
日
、
城
陽
家
本
巨
冨
、
昨
令
牧
捕
、
全
無
金

銀
、
此
夢
或
實
。
至
曉
、
即
令
牧
祖
仁
。
祖
仁
入
見
徽
日
、
足
得
相
報
　
。
祖
仁
疑
得
金
百
斤
・
馬
五
十
匹
、
兆
不
信
之
。
祖
仁
私

飲
戚
属
得
金

三
十

斤
・
馬
三
十
匹
、
輸
兆
、
猶
不
充
敷
。
兆
乃
襲
怒
、
懸
頭
於
樹
、
以
石
睡
其
足
、
鞭
篁
殺
之
」
（
『
法
苑
珠
林
』
巻

六
七
）
。

朱
貞
「
梁
秣
陵
令
朱
貞
、
以
罪
下
獄
。
廷
尉
平
虞
搬
、
考
駿
其
事
、
結
正
入
重
。
貞
遣
相
聞
與
散
日
、
我
罪
當
死
、
不
敢
祈
恩
、
但
猶

翼
主
上
萬
一
弘
宥
耳
。
明
日
既
是
朱
家
墓
日
、
乞
得
過
此
奏
聞
、
可
爾
以
不
。
搬
答
云
、
此
於
理
無
爽
、
何
爲
不
然
。
謹
聞
命
　
。

而

朱
事
先
入
明
日
奏
束
、
繊
便
遇
客
共
飲
致
醇
、
遂
忘
抽
出
文
書
。
旦
日
、
家
人
合
東
内
衣
箱
中
、
繊
復
不
記
。
比
至
帝
前
、
頓
足

香
燈

上
、
次
第
披
之
、
方
見
此
事
。
勢
不
可
隠
、
便
爾
上
聞
。
武
帝
大
怒
日
、
朱
貞
合
死
。
付
外
詳
決
。
貞
聞
之
、
大
恨
日
、
虞
繊

小

子
、
欺
図
將
死
之
人
。
鬼
若
無
知
、
故
同
灰
土
。
億
其
有
識
、
誓
必
報
之
。
貞
於
市
始
當
命
絶
、
而
繊
巳
見
其
來
。
自
爾
後
、
時
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（1
7
）

時
恒

見
。
繊
見
來
、
甚
悪
之
。
又
夢
乗
車
在
山
下
、
貞
居
山
上
推
石
歴
之
。
月
除
日
、
繊
除
曲
阿
令
、
拝
之
明
日
、
詣
謝
章
門
閾
下
。

其
婦
平

常
、
於
宅
暴
卒
。
散
狼
狽
而
還
、
入
室
実
婦
、
畢
頭
見
貞
在
梁
上
。
繊
日
、
朱
秣
陵
在
此
、
我
婦
豊
得
不
死
。
言
未
詑
、
而

屋
無
故
忽
崩
。
繊
及
男
女
埠
使
十
鹸
人
、
一
時
併
命
。
右
丞
虞
鷲
、
是
其
宗
親
、
経
始
喪
事
。
見
繊
還
、
暫
下
堂
避
之
、
僅
得
免
難
」

（『
法
苑
珠
林
』
巻
七
八
）
。

王
氏

は
、
我
々
が
『
冤
魂
志
』
の
説
話
と
し
て
確
定
し
た
五
十
九
條
の
他
に
、
唐
・
法
琳
撰
『
辮
正
論
』
巻
七
の
注
が
『
冤
魂
記
』
と

し
て
引
く
、
郭
祖
深
の
左
記
の
説
話
（
大
正
藏
五
二
・
五
四
〇
中
。
『
南
史
』
郭
祖
深
傳
に
基
づ
く
）
も
ま
た
、
『
冤
魂
志
』
の
原
文

で

あ
る
と
す
る
。
だ
が
内
容
面
で
の
他
の
五
十
九
條
と
の
不
調
和
か
ら
、
そ
れ
に
は
賛
同
し
か
ね
る
。

　
　

梁
人
郭
祖
深
、
上
梁
武
帝
一
十
八
條
事
、
請
廃
廓
内
小
寺
及
無
案
業
僧
尼
。
梁
武
不
納
。
後
夢
見
善
紳
唾
之
。
遂
著
白
癩
、
錐

　
　

悔
不
差
。

　
い

っ

た

い

『
冤
魂
志
』
で
は
、
恨
み
を
抱
く
の
も
抱
か
れ
る
の
も
、
と
も
に
人
間
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
説
話
は
、
人
間
と
人
間
の

間
の
怨
恨
で
は
な
く
、
郭
祖
深
は
善
神
な
る
非
人
間
に
恨
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
郭
祖
深
を
含
め
て
誰
も
死
に
は
至
ら
な
い
。
『
冤
魂
志
』

で

は
、
残
酷
な
死
を
遂
げ
た
人
物
が
、
必
ず
自
ら
を
死
に
追
い
や
っ
た
人
物
を
も
死
に
至
ら
し
め
て
報
復
を
果
た
す
。
だ
が
こ
の
説

話
の
主

役
・
善
紳
は
非
人
間
で
、
死
と
は
無
縁
な
存
在
で
あ
る
し
、
恨
ま
れ
る
郭
祖
深
も
、
佛
教
を
非
難
す
る
内
容
の
奏
上
に
よ
り

生

じ
た
癩
病
は
つ
い
に
癒
え
な
か
っ
た
が
、
説
話
の
中
で
死
ん
で
は
い
な
い
。
こ
の
二
鮎
か
ら
見
て
、
郭
祖
深
の
説
話
は
『
冤
魂
志
』

の
原
文
で
は
あ
る
ま
い
。

　

王
氏

は

ま
た
、
『
法
苑
珠
林
』
巻
七
五
と
巻
七
八
が
『
冥
祥
記
』
と
し
て
引
く
五
條
（
王
奥
妾
、
杜
礎
妾
、
梁
孝
元
帝
、
斐
植
、
郭

詐
）
も
、
内
容
が
王
瑛
『
冥
祥
記
』
と
符
合
せ
ず
、
『
冤
魂
志
』
の
原
文
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
確
か
に
そ
の
可
能
性
は
否
定
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で
き
な
い
が
、
『
冤
魂
志
』
と
し
て
引
く
書
が
↓
つ
も
な
く
、
し
ば
ら
く
は
『
冤
魂
志
』
の
原
文
と
は
し
な
い
で
お
く
。

（
1
8
）
『
冤
魂
志
』
の
主
題
を
佛
教
の
因
果
慮
報
説
の
主
張
と
す
る
見
解
は
、
『
四
庫
全
書
総
目
』
「
還
魂
志
三
巻
」
解
題
（
子
部
・
小
説
家
類

　
　
　
三
）
「
此
書
所
述
、
皆
澤
家
報
雁
之
説
」
以
來
、
ず
っ
と
縫
承
さ
れ
る
。
魯
迅
『
支
那
小
説
史
』
上
（
増
田
渉
謹
、
岩
波
書
店
、
一
九

　
　
　
四
一
）
九
一
頁
、
注
（
1
3
）
小
南
氏
論
文
四
七
一
頁
、
勝
村
氏
前
掲
論
文
一
一
二
頁
、
参
照
。

（
1
9
）
注
（
1
3
）
小
南
氏
論
文
四
七
〇
ー
四
七
一
頁
、
参
照
。
ま
た
『
冤
魂
志
』
の
説
話
に
佛
教
色
が
な
い
こ
と
か
ら
、
先
に
見
た
『
法
苑
珠

　
　

林
』
が
『
冥
祥
記
』
と
し
て
引
く
十
四
條
が
、
内
容
的
に
も
『
冥
祥
記
』
に
出
な
い
と
断
定
し
得
る
。
『
冥
祥
記
』
は
實
際
の
説
法
や

　
　

寺
院
建

立
、
前
世
か
ら
の
因
果
に
よ
る
磨
報
を
説
く
な
ど
、
全
賠
に
き
わ
め
て
佛
教
色
が
強
い
の
に
封
し
、
十
四
條
は
ど
れ
も
佛
教

　
　
　
の
宗
教
性
が
ま
っ
た
く
な
い
現
世
慮
報
謹
だ
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
十
四
條
の
内
容
は
、
『
冤
魂
志
』
の
内
容
と
し
て
よ
い
。
な
お
『
冥

　
　

祥
記
』
に
つ
い
て
は
、
王
國
良
『
冥
祥
記
研
究
』
（
文
史
哲
出
版
社
、
↓
九
九
九
）
、
参
照
。

（
2
0
）
注
（
1
3
）
李
氏
書
四
四
五
頁
、
王
枝
忠
「
顔
之
推
與
『
冤
魂
志
』
」
（
『
古
典
文
學
知
識
』
一
九
九
七
年
三
期
）
、
呉
娼
「
論
『
冤
魂
志
』

　
　

與
儒
稗
之
關
係
」
（
『
承
徳
民
族
師
專
學
報
』
二
八
巻
一
期
、
二
〇
〇
八
）
。

（
2
1
）
以
上
、
注
（
3
）
小
南
氏
論
文
二
五
頁
・
二
七
頁
。

（
2
2
）
顔
之
推
が
交
友
關
係
を
特
に
重
視
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
宇
都
宮
清
吉
「
關
中
生
活
を
送
る
顔
之
推
」
（
同
氏
『
中
國
古
代
中

　
　

世
史
研
究
』
（
創
文
社
、
一
九
七
七
）
四
九
九
頁
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
2
3
）
前
稿
、
八
三
ー
八
四
頁
。

（
2
4
）
『
顔
氏
家
訓
』
は
、
王
利
器
『
顔
氏
家
訓
集
解
（
増
補
本
）
』
（
中
華
書
局
、
一
九
九
三
）
を
用
い
る
。

（
2
5
）
『
史
記
』
魏
其
侯
列
傳
「
相
嘗
使
籍
福
請
魏
其
城
南
田
。
魏
其
大
望
日
、
老
僕
錐
奔
、
將
軍
錐
貴
、
寧
可
以
勢
奪
乎
。
不
許
。
灌
夫
聞
、
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（2
6
）

（2
7
）

怒

罵
籍
福
。
籍
福
悪
雨
人
有
郵
、
乃
護
自
好
謝
丞
相
日
、
魏
其
老
且
死
、
易
忍
、
且
待
之
。
已
而
武
安
聞
魏
其
・
灌
夫
實
怒
不
予
田
、

亦
怒

日
、
魏
其
子
嘗
殺
人
、
扮
活
之
。
扮
事
魏
其
無
所
不
可
、
何
愛
敷
頃
田
。
且
灌
夫
何
與
也
。
吾
不
敢
復
求
田
。
武
安
由
此
大
怨

灌
夫
・
魏
其
」
。

「
漢
實
嬰
、
字
王
孫
、
漢
孝
文
帝
實
皇
后
從
兄
子
也
。
封
魏
其
侯
、
爲
丞
相
、
後
乃
免
相
。
及
賓
皇
后
崩
、
嬰
盆
疏
薄
無
勢
、
瓢
不
得

志
。
與
太
僕
灌
夫
相
引
薦
、
交
結
其
歎
、
恨
相
知
之
晩
乎
。
孝
景
帝
王
皇
后
異
父
同
母
弟
田
紛
爲
丞
相
、
親
幸
縦
横
、
使
人
就
嬰
、

求
城
南
田
敷
頃
。
嬰
不
與
日
、
老
僕
難
棄
、
丞
相
錐
貴
、
寧
可
以
勢
相
奪
乎
。
灌
夫
亦
助
怒
之
、
蛤
皆
恨
之
。
及
蛤
嬰
妻
、
王
太
后

詔
列
侯
宗

室
、
皆
往
賀
扮
。
灌
夫
爲
人
狂
酒
、
先
嘗
以
酔
杵
蛤
、
不
肯
賀
之
。
蜜
嬰
強
衆
與
倶
去
。
酒
酎
、
灌
夫
行
酒
至
扮
。
扮
日
、

不

能
満
膓
。
灌
夫
因
言
醇
不
遜
、
紛
遂
怒
日
、
此
吾
驕
灌
夫
之
罪
也
。
乃
縛
灌
夫
、
謂
長
史
日
、
有
詔
召
宗
室
、
而
灌
夫
罵
、
坐
不

敬
、
井
奏
其
在
郷
里
豪
横
、
虚
夫
棄
市
。
賓
嬰
還
、
謂
其
妻
日
、
終
不
令
灌
夫
猫
死
、
而
嬰
猫
生
。
乃
上
事
、
具
陳
灌
夫
酔
飽
、
事

不

足

諌
。
帝
召
見
之
、
嬰
與
蛤
互
相
言
短
長
。
帝
問
朝
臣
、
両
人
誰
是
、
朝
臣
多
言
嬰
是
。
王
太
后
聞
、
怒
而
不
食
日
、
我
在
、
人

皆
凌
籍
吾
弟
。
我
百
歳
後
、
當
魚
肉
之
中
。
及
出
、
蜴
復
爲
嬰
造
作
悪
語
、
用
以
聞
上
。
天
子
亦
以
蛤
爲
不
直
、
特
爲
太
后
故
、
論

嬰
及

市
。
嬰
臨
死
、
罵
日
、
若
死
無
知
則
巳
、
有
知
、
要
不
猫
死
。
後
月
除
、
蛤
病
、
一
身
蓋
痛
、
似
有
打
撃
之
者
、
但
號
呼
、
叩

頭
謝
罪
。
天
子
使
呪
鬼
者
暗
之
、
見
實
嬰
・
灌
夫
共
守
答
蛉
。
蛤
遂
死
、
天
子
亦
夢
見
嬰
而
謝
之
」
（
『
法
苑
珠
林
』
巻
七
〇
）
。

他

に
類
例
と
し
て
、
「
斯
蓋
門
外
之
治
、
以
義
断
恩
、
知
君
殺
父
而
子
不
告
、
是
也
。
母
之
於
父
、
同
在
門
内
、
恩
無
可
掩
、
義
無
断

割
。
知
母
將
殺
、
理
磨
告
父
、
如
其
已
殺
、
宜
聴
告
官
」
（
『
魏
書
』
實
援
傳
）
や
、
「
高
祖
嘗
言
及
作
相
時
事
、
因
怒
安
兄
弟
滅
親
奉

國
、
乃
下
詔
日
、
先
王
立
教
、
以
義
断
恩
、
割
親
愛
之
情
、
蓋
事
君
之
道
、
用
能
弘
奨
大
節
、
艘
此
至
公
」
（
『
晴
書
』
李
安
傳
）
な

ど
を
畢
げ
得
よ
う
。
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（2
8
）

（2
9
）

（31

）

（30
）

（3
2
）

　34
）

　33

）

『
史
記
』
の
他
、
『
漢
書
』
賓
嬰
傳
や
『
漢
武
故
事
』
（
魯
迅
『
古
小
説
鉤
沈
』
所
引
）
に
も
類
話
が
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
皇
帝
の
謝

罪
は

見
ら
れ
な
い
。

九

歳
で
父

を
失
っ
た
後
の
兄
の
教
育
を
、
「
慈
兄
鞠
養
、
苦
辛
備
至
、
有
仁
無
威
、
導
示
不
切
」
（
序
致
篇
）
と
評
し
、
ま
た
同
時
代
の

士
大
夫
た

ち
の
治
家
を
「
但
務
寛
仁
」
（
治
家
篇
）
と
評
す
る
の
な
ど
。

例

え
ば
生
物
を
殺
さ
な
か
っ
た
高
柴
・
折
象
へ
の
評
債
「
此
乃
仁
者
自
然
用
心
」
（
蹄
心
篇
）
な
ど
。

注

（
2
4
）
所
掲
書
で
の
「
誠
孝
」
の
語
に
封
す
る
各
注
、
参
照
。
「
忠
孝
」
の
例
も
混
在
す
る
の
は
、
『
顔
氏
家
訓
』
が
顔
之
推
の
死
を

前
に

し
た
惰
代
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
梁
代
か
ら
ず
つ
と
書
き
溜
め
ら
れ
た
著
作
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
『
顔
氏
家
訓
』
の
成
立

過
程
に

つ
い
て

は
、
前
稿
を
参
照
。

「
内
教
多
途
、
出
家
自
是
其
一
法
耳
。
若
能
誠
孝
在
心
、
仁
恵
爲
本
、
須
達
・
流
水
、
不
必
剃
落
髪
髪
」
（
蹄
心
篇
）
で
は
、
「
誠
孝
」
（
忠

孝
）
は
「
仁
恵
」
と
封
で
あ
る
。
「
恵
」
は
他
に
「
施
恵
然
諾
、
妻
子
節
量
」
（
治
家
篇
）
と
あ
り
、
こ
れ
は
一
部
の
士
大
夫
の
治
家

が

寛
容
に
過
ぎ
、
他
者
へ
の
施
し
や
恵
み
物
、
約
束
事
へ
の
雁
封
を
妻
が
切
り
盛
り
す
る
こ
と
へ
の
批
判
で
、
「
恵
」
も
ま
た
、
他
者

の

中
で
も
よ
り
廣
い
社
會
と
の
關
係
の
中
で
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
す
る
と
「
仁
恵
」
も
、
個
人
的
な
思
い
や
り
の
「
仁
」
と
社
會

的
な
封
人
關
係
で
の
「
恵
」
に
匝
分
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
顔
之
推
や
六
朝
人
に
お
け
る
施
し
や
恵
み
物
が
有
し
た
意
義
に
つ
い

て

は
、
「
常
以
爲
二
十
口
家
、
奴
碑
盛
多
、
不
可
出
二
十
人
、
良
田
十
頃
、
堂
室
纏
蔽
風
雨
、
車
馬
僅
代
杖
策
、
蓄
財
敷
萬
、
以
擬
吉

凶
急
速
。
不
菅
此
者
、
以
義
散
之
」
（
止
足
篇
）
や
、
前
稿
八
二
頁
と
そ
の
注
（
3
1
）
所
掲
の
谷
川
道
雄
氏
の
諸
論
考
、
参
照
。

前
稿
八

五
頁
。

魯
迅

『
古
小
説
鉤
沈
』
が
一
條
の
み
を
輯
す
る
。
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（3
5
）

李
隆
献

照
。

「
両
漢
魏
巫
日
南
北
朝
復
仇
與
法
律
的
互
渉
」
（
同
氏
『
復
仇
観
的
省
察
與
詮
稗
』
、
書
大
出
版
中
心
、
二
〇
一
二
、
所
牧
）
、
参
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